
主な内容
第５次弟子屈町総合計画の前期実行計画‥

屈斜路湖遊漁振興条例（素案）検討に向けて‥

第66号町議会だより第２回定例会‥‥

運動会・体育大会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

なつ・祭り・いろいろ‥‥‥‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「負けるもんか！」
６月から７月にかけて、小・中学校、幼稚園、保育園の運動会が行わ
れました。写真は、６月16日に行われた和琴小学校運動会での１
コマです。お父さんやお母さんと二人三脚でゴールを目指す競技
で、粉だらけになるのもお構いナシでマシュマロをパクッ！

（関連記事2４～25ページ）
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第５次弟子屈町総合計画の前期実行計画

第５次弟子屈町総合計画体系図

基本構想（まちの将来像・地域コンセプト）

まちづくりの基本目標（まちの10年の計を考える）

まちづくりの基本手段（基本目標を達成するための下支え）

まちづくりの柱
　ともに汗をかき進めるまちづくり／時代に即し、透明度の高い行政運営

まちづくりの柱
　人材育成・人づくり・人材の確保／まちづくりを支えるネットワークの形成・交流活動支援

まちづくりの柱
　学校教育の充実／社会教育活動の推進／文化・スポーツ活動の推進

まちづくりの柱
　保健医療体制の充実／地域福祉の充実／子育て支援／生活基盤の向上／安全・安心の確保

まちづくりの柱
　観光と農業を柱とした地域活性化の推進／雇用・新産業の創出／足腰の強い産業育成

まちづくりの柱
　自然環境の保全と活用／循環型社会の構築

　広報てしかが４月号でお知らせしたとおり「第５次弟子屈町総

合計画（計画期間／2012年度～2021年度）」が策定されました。

　本計画では、10年後のまちの将来像（基本構想）を「水と森と人が

共に輝き、活力あふれる自立したまち」とし、実現のための４つの

基本目標と２つの基本手段を定めました。将来、まちがこの目指

すべき姿を達成するためには、私たちが手を取り合い、行政と町

民の皆さん、関係機関などが協力していくことが大切です。

　先月に引き続き、基本目標の２つ目と基本手段実現のための前

期実行計画や具体的な事務事業計画についてお知らせします。

まちづくりの基本目標

　本町の人口は、1960（昭和35）年にピークを迎えた後、減少に転じました。一時的な増加の時期はありましたが、現

在は減少が止まらない状況が続いています。その主な要因は、全国的な少子高齢化の進行や、都市部への流出がある

と考えられますが、町内に雇用の場がないことも大きく影響しています。

　特に、高校や大学を出た後の就職先や、働き盛り年代の定住希望者に対する雇用の受け皿を創出することなどで、

まちに活力・活気を取り戻す取り組みが必要です。

　このため、本町の恵まれた自然を最大限に活用し、既存産業の育成や活性化、産業間の連携、起業支援など、まちに

活力・活気・雇用を生み出すまちづくりを進めます。

まちづくりの柱・施策（前期実行計画）・施策メニュー

さまざまな機会を利用して、産業間の人の連携を強化します。

町内の宿泊施設や飲食店における地場産食材の利用を促進

する、地産地消の取り組みを進めます。

１年を通し、地元食材の安定した供給が行えるよう、生産や

流通体制の整備強化を進めます。

地場産を使った特産品開発

行政や農業関係者、商工業者などの連携を強化し、弟子屈産

品を使った新たな特産品の開発・生産に努めます。

６次産業の推進

農業景観や体験農場の整備、地場産農産品の加工体験の創出

など、農業と観光の連携によるグリーンツーリズムの拡充を

図ります。

施策 協働方針

町民の皆さんと行政がこれまで
以上に協力しながら進める協働

町民の皆さんの協力や参画を得
て、主に行政が取り組む協働

協働方針について

※下線部分については、下の「用語の説明」参照。

地域内経済の循環を促進します。

地域産業の付加価値を高める取

り組み

メロン、ソバ、バレイショ、牛乳、果実、蜂蜜など、既存特産品

の安定生産と販路拡大、戦略的ＰＲに努めます。

農林業者が主体的に６次産業を目指せるよう、国の補助制度

の活用などにより、起業化に結びつく体制づくりを進めます。

農林業が２次・３次産業と連携して、バイオマスエネルギー

など地域ビジネスの展開や新たな産業を創出する取り組み

に対し、一層の支援を行います。

施策メニュー

産
業
間
連
携
の
推
進

用語の説明

�グリーンツーリズム／緑豊かな農山漁村地域で、自然や文化、人々
との交流を楽しむ、滞在型の旅行やレクリエーション。
�バイオマス（エネルギー）／家畜ふん尿など生物由来の再生可能な有
機性資源。これを燃料などに活用したエネルギーがバイオマスエ
ネルギー。

�６次産業／農業や水産業などの第１次産業が、農畜産物や水産物の
生産だけでなく、食品加工（第２次産業）、流通・販売（第３次産業）に
も主体的、かつ総合的に関わることにより、加工賃や流通マージン
など今まで第２次・第３次産業の事業者が得ていた付加価値を生産
者自身が得ることで、第１次産業を活性化させようとすること。
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企業の雇用環境の安定化に取り組みます。

企業進出や事業拡大に対する優遇制度のＰＲ、首都圏企業誘

致員による誘致活動など、有効な企業振興策を展開します。

チャレンジショップ事業など、若年層が起業体験しやすい環

境整備に取り組みます。

雇用機会の拡大

関係機関・団体と連携しながら、さまざまな分野において新たな

雇用を創出するとともに、若年者や女性、就労困難者など、求職

者の状況に応じた就業支援策を講じ、雇用機会を拡大させます。

施策 協働方針

※下線部分については、下の「用語の説明」参照。

企業振興などによる就労場所の

確保

雇用機会や企業の受注機会を創出するため、各種資格の取得

支援に取り組みます。

施策メニュー

雇
用
・
新
産
業
の
創
出

本町の地域資源を生かした新産業の創出に向け、関係機関と

の連携を強化し、情報交換や研究開発体制の整備を図ります。

釧路管内の自治体などで構成する釧路地域通年雇用支援協

議会の活動を通じ、通年雇用支援へのさまざまな取り組みを

進めます。

施策 協働方針施策メニュー

農
業
の
振
興

農業生産効率化と基盤強化

泥炭地の地盤沈下などにより機能低下した農地の機能を回

復させるため、国などの関係機関と連携して総合的な土地改

良事業などを推進し、農業生産の効率化を図ります。

中山間条件不利地の農業者が集落協定を結び、共同取組によ

る生産活動によって耕作放棄地の発生を防止する取り組み

を支援します。

農業者のみならず地域が主体となり、農地や農道、水路など

の資源を長寿化させる共同取り組みを支援します。

畑作農業における地力の増産を図るため、総合的な土づくり

対策を支援します。

新たな農業技術の導入

地球温暖化などの気候変化に対応する新作物の導入を図る

とともに、酪農の飼料となるデントコーンの畑作農家での作

付けを検討し、耕畜連携を図ります。

牛乳・乳製品などの畜産物の安全・安心の確保に向け、生産者

の自主的な取り組みや、関係団体が実施する乳牛検定、乳牛

改良繁殖などの取り組みを支援します。

家畜ふん尿の処理技術の開発を推進するとともに、バイオマ

スエネルギーとしての利活用に向け研究を進めます。

温泉・地熱を活用した冬季栽培などの技術開発を確立します。

農業環境の改善と整備

廃プラスチックなど農業廃棄物の適正処理や再利用など、環

境への負荷に配慮した対策を講じます。

家畜ふん尿の臭気低減を図り、環境との調和に配慮した農村

整備を推進します。

家畜伝染病の侵入防止策を強化するとともに、発生時におい

て農業者の経済的損失を最小限に食い止める体制づくりや、

支援策の確立を推進します。

エゾシカによる農業被害の防止を図るため、シカ柵整備や猟

友会への奨励などの捕獲事業を継続して進めます。

農業振興地域整備計画や中山間事業などの充実化を図るため、

地図などの情報化とその運用についての技術開発を進めます。

新規就農希望者に対する支援を促進します。

農業後継者の花嫁対策や、青年活動を行う団体の取り組みに

対し、運営費の負担や補助金などにより支援を行います。

農業経営の改善と支援

施策 協働方針

※下線部分については、４・５ページ下の「用語の説明」参照。

農業の担い手の育成

国などの制度に基づき農業資金借り入れの利子補給を行い、

農業経営の体質強化を支援します。

施策メニュー

農
業
の
振
興

農業実習生の受け入れ事業を支援し、担い手の育成・確保に

努めます。

町内の畑作農家全戸が生産しているバレイショの病害虫対

策・冷湿害対策のため、抵抗性品種の導入促進による畑作経

営の改善を支援します。

関係機関と連携し、異常気象などに伴う農業生産の減少や、

経営安定化に向けた農畜産物の増産に対し、支援します。

農業者の労働力不足や休暇を補完するための「畑作パートバ

ンク」や「酪農ヘルパー」の利用組合に対し支援を行うとともに、

新たな農作業受委託のあり方について検討します。

飼料の集中生産・管理を目的としたＴＭＲセンターやコント

ラクターなどの組織の育成を検討し、低コストな経営体づく

りを推進します。

農業者個人が大型機械や大規模農地を持たない農業を可能

とするなど、多様な農業経営体の研究と育成に取り組みます。

用語の説明

�ＴＭＲセンター／主に家畜に与える粗飼料と濃厚飼料を適切な割
合に混合し、必要な養分を十分供給できるよう飼料を調整し、地域
の酪農家に供給する施設。

�コントラクター／農作業の一部を代行して料金収入を得る組織。

用語の説明

�チャレンジショップ事業／空き店舗を店舗開業希望者に期間限定
で格安で賃貸する、または賃貸料を助成するという、空き店舗対策
と創業支援を組み合わせた事業。

�畑作パートバンク／畑作農家の依頼により、畑作作業の従事者を
派遣する組織。
�酪農ヘルパー／酪農家に代わって牛の世話をする仕事。

ＪＡ青年部のＰＲ活動（小学校での酪農授業）家畜ふん尿処理の技術開発を目指してエゾシカによる農業被害防止のためシカ柵
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町森林整備計画の一層の推進により、森林の集約化を進め、

造林・育林事業と無立木地の解消を図ります。

森林の水源かん養林・保安林など、公益機能としての保全を

一層強化するとともに、観光・教育・福祉など施策との結びつ

けを創出し、森林の多目的利用を推進します。

町有林の適正管理

施策 協働方針

※下線部分については、下の「用語の説明」参照。

国有林・民有林を含めた森の有

効活用

企業などからの資金を活用した造林事業の拡充を検討します。

施策メニュー

林
業
の
振
興

民有林の適正な管理を促進するため、国などの関係機関と連

携し、森林所有者の意識高揚を図ります。また、造林・間伐を

促進する助成事業を推進し、計画的な森林整備に努めます。

平成24年度からの森林法改正に伴う新たな森林経営計画の

策定により、町有林の計画的施業を推進します。

町有林と民有林が一体となった高密度な作業路網の整備を

行い、施業管理コストの低減を図ります。

林業生産の効率化と基盤強化

森林の集約化と高密度林業用路網の整備を進め、施業コスト

の低減化を図ります。

集約化のための高性能林業機械の導入を検討します。

林業生産の安定化を図るため、地場産材の利用・普及を促進

します。

林業経営の強化

安定的な森づくりのため、林業事業体の経営強化を図ります。

民有林の経営基盤である森林組合の育成強化を支援します。

カラマツを中心とした間伐材をバイオマス燃料などに有効利

用する研究を推進し、林業事業体の経営安定化を図ります。

林業の担い手の育成

高齢化により減少している林業従事者の確保を図るため、関

係機関・事業体との連携を強化し、後継者の育成支援に努め

ます。

国の新たな林業資格制度であるフォレスターや森林施業プ

ランナーなどの人材育成を積極的に支援し、林業従事者の確

保に努めます。

施策 協働方針施策メニュー

商
工
業
の
振
興

地域商工業の振興と担い手の育

成

商工会との連携を強化し、経営相談や各種説明会などの充実

に努め、既存企業の体質強化・経営近代化を促進します。

中心市街地の活性化に向け、にぎわいを呼び戻すための環境

整備について、町民・行政が一体となって取り組む事業の創

出を検討します。

商工会青年部をはじめとする若い担い手世代の自主的な取

り組みや活動を積極的に支援します。

中小企業の支援と活性化

中小企業の経営基盤を安定させるため、各種中小企業支援事

業の充実を図ります。

経済の地域内循環によって中小企業に活力を持たせること

を目指し、町民を交えた会議などによって方向性や実行策の

検討を進めます。

空き店舗を活用して入居する事業者や、一時的なイベント開

催・アンテナショップなどへの活用に対し助成を行い、空き

店舗の有効利活用を促進します。

空き店舗の活用支援

※下線部分については、６ページ下の「用語の説明」参照。

施策 協働方針施策メニュー

観
光
の
振
興

観光産業の担い手の育成

後継者や新規開業者など、観光産業の発展を図るための担い

手を育成します。

滞在型観光のメニューとなる、さまざまなアクティビティの

担い手を育成します。

観光業者を中心に、観光客をあたたかく迎える心の育成やス

キルの向上を図り、誘致の促進・リピーターの増加などを目

指します。

おもてなしの心の育成

釧路地域活性化協議会や地域プロジェクト、釧路湿原・阿寒・

摩周観光圏などによる観光関連事業の広域連携を進め、観光

の広域化や国際化に対応した環境整備や企画などの充実を

図ります。

摩周湖観光協会が中心になり、知床観光協会や東北海道観光

協会との連携を深め、広域連携によるプロモーション活動を

行う取り組みに対しての支援を強化します。

広域観光連携とプロモーション

の充実

※下線部分については、６ページ下の「用語の説明」参照。

外国人観光客に対応できる人材を育成します。

選ばれる観光地となるため、独自のプロモーションに取り組

みます。

地域の総合力を活
い

かした魅力的

な観光地づくり

地域素材の活用や、地域産業間の連携による観光地づくりに

取り組みます。

関係団体などが連携して地域資源を活用した商品開発を行

うとともに、周遊バスなどの観光交通手段を充実させ、体験

型・滞在型観光の振興を図ります。

問い合わせ先／役場企画財政課企画係☎４８２‐２９１３（課直通）

用語の説明

�かん養／地表の水（降水や河川の水など）が地中に浸透し、地下水と
なること。
�フォレスター／地域森林の管理や経営など林業経営の専門家で、
市町村の森林整備計画の策定や行政事務の支援、森林所有者など
に対する指導や助言を行う人材。
�アンテナショップ／企業や自治体などが自社（当該地域）の製品の紹
介や、消費者の反応を見ることを目的として、開設する店舗。

�アクティビティ／観光地における屋内外でのレジャーやスポーツ
など。
�リピーター／一度訪れた施設や店舗などに、何度も足を運ぶ人。常
連客。
�プロモーション／事業者などが、自分たちが提供する商品やサー
ビスを、特長も含めて多くの人に知ってもらおうとする活動。販売
促進活動。

計画的な森林整備のために商工会青年部が中心となって開催したイベント（昨年）観光の活性化を目指して
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ご意見をお寄せください

　

屈
斜
路
湖
は
、１
９
３
８（
昭
和
13
）年
に
発

生
し
た
屈
斜
路
湖
地
震
に
よ
っ
て
湖
底
の
各

所
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
し
、湖
が
酸
性
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、魚
類
は
ほ
と
ん
ど
死
滅
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
影
響
か
ら
、

屈
斜
路
漁
業
協
同
組
合
は
１
９
５
４（
昭
和
29
）

年
に
解
散
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

屈
斜
路
湖
の
漁
業
資
源
の
回
復
を
願
い
、町

で
は
１
９
６
８（
昭
和
43
）年
か
ら
、
酸
性
に
強

い
と
さ
れ
る
ウ
グ
イ
を
は
じ
め
、フ
ナ
や
ヤ
マ

メ
、
ニ
ジ
マ
ス
、
ヒ
メ
マ
ス
な
ど
を
中
心
に
試

験
放
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。近
年
で
は
、
釣

り
愛
好
者
の
団
体
も
独
自
に
放
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。水
産
庁
で
は
１
９
９
５
年
か
ら
２
０

０
４
年
ま
で
、
漁
業
価
値
の
高
い
ヒ
メ
マ
ス

（
ベ
ニ
ザ
ケ
）の
試
験
放
流
を
試
み
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
降
海
し
、ベ
ニ
ザ
ケ
と

な
る
固
体
が
少
な
い
た
め
、調
査
を
断
念
し
ま

し
た
。

　

２
０
０
４
年
度
か
ら
２
年
間
、町
と
道
立
水

産
孵ふ

化か

場
道
東
支
場
が
共
同
で
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
ニ
ジ
マ
ス
や
ア
メ
マ
ス
な
ど
は
、

流
入
河
川
で
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
、道
内
の
他

の
保
護
水
域
を
追
い
抜
く
ほ
ど
の
生
息
状
況

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。反
面
、

湖
や
流
入
河
川
で
は
、道
内
水
面
漁
業
調
整
規

則
に
違
反
す
る
捕
獲
行
為（
刺
し
網
や
大
型
の

タ
モ
網
な
ど
の
使
用
）や
、一
度
に
数
百
匹
の
魚

を
釣
り
上
げ
、持
ち
帰
る
人
も
見
受
け
ら
れ
る

な
ど
、魚
の
資
源
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
制
限
が

な
い
た
め
、人
為
的
な
資
源
枯
渇
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、こ
う
し
た
状
況
か
ら
魚
資
源
の
有

効
利
用
を
図
る
た
め
、産
業
振
興
対
策
と
し
て

の
漁
業
権
の
取
得
や
遊
漁
振
興
に
つ
い
て
、い

ろ
い
ろ
な
有
効
利
用
策
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、漁
業
権
の
取
得
に
関
し
て
は
、道

内
で
の
内
水
面（
淡
水
の
湖
沼
や
河
川
）漁
業
の

経
営
現
況
や
屈
斜
路
湖
の
資
源
の
不
透
明
性
、

採
算
性
の
問
題
か
ら
、
実
質
的
に
漁
業
計
画
・

実
施
を
具
体
化
す
る
漁
業
希
望
者
は
少
な
く
、

民
間
事
業
で
の
漁
業
権
の
取
得
に
は
事
実
上

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
度
に
は
、地
方
自
治
体
が
漁
業

権
の
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、町
と

し
て
構
造
改
革
特
区
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、現
行
法
で
の
対
応
が
可
能
と
い
う
見

解
に
よ
り
、内
閣
府
か
ら
却
下
さ
れ
て
い
ま
す
。

屈
斜
路
湖
の
魚
資
源

魚
へ
の
負
荷
を
最
小
限
に
抑
え

持
続
可
能
な
地
域
資
源
と
し
て

屈
斜
路
湖
を
維
持
す
る
た
め
に

　

町
で
は
、遊
漁
振
興
条
例
の
制
定
に
向
け
た

検
討
を
始
め
ま
し
た
。漁
業
資
源
と
し
て
の
活

用
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
反
面
、屈
斜
路
湖

が
釣
り
場
と
し
て
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て

い
る
こ
と
に
着
目
。魚
類
へ
の
負
荷
を
最
小
限

に
抑
え
、素
晴
ら
し
い
環
境
を
後
世
に
残
し
な

が
ら
、広
く
地
域
経
済
に
還
元
で
き
る
遊
漁
振

興
を
目
指
し
た
も
の
で
、
検
討
に
は
、
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
部
会（
屈
斜
路
遊
漁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討

委
員
会
）の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
内
水
面
で
の
釣
り
は
、
ル
ア
ー
や
フ

ラ
イ
と
い
っ
た
疑
似
餌
を
使
う
も
の
が
大
多

数
を
占
め
、
魚
を
捕
ま
え
る
こ
と
か
ら
、
釣
る

行
為
だ
け
を
楽
し
む
傾
向
に
変
化
し
て
き
ま

し
た
。特
に
、
釣
っ
た
魚
を
再
放
流
す
る
キ
ャ

ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
の
励
行
と
と
も
に
、釣

り
人
自
身
が
魚
資
源
を
大
事
に
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
屈
斜
路
湖
に
存
在
す
る

魚
資
源
を
極
端
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
、湖

を
良
好
な
環
境
に
保
つ
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
考
え
ら
れ
ま
す
。で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
釣

り
人
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、モ
ラ
ル
に
反
す

る
行
為
も
ま
た
増
加
傾
向
に
あ
り
、ル
ー
ル
づ

く
り
は
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、町
外
か
ら
の
釣
り
人
が
持
続
的
に
訪

れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
実
現
す
る
と
、
今

ま
で
に
な
い「
新
た
な
観
光
客
」の
来
訪
が
見
込

ま
れ
ま
す
。単
な
る
釣
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宿

泊
や
食
事
、
入
浴
や
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
な
ど
、

地
元
に
消
費
を
も
た
ら
す
滞
在
型
体
験
観
光

と
し
て
、広
く
地
域
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。国
内
の
漁
業
制
度
と
は
差
別
化

し
、遊
漁
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
振
興
策
こ
そ

が
町
の
目
標
で
す
。

　

今
回
、次
の
と
お
り
屈
斜
路
湖
遊
漁
振
興
に

関
す
る
ル
ー
ル
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
っ
た
上
で
、条
例
と

し
て
制
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

　

公
共
水
面
に
お
い
て
、魚
資
源
に
関
し
漁
業

権
を
取
得
せ
ず
に
条
例
を
制
定
し
、釣
り
人
の

協
力
を
求
め
る
ケ
ー
ス
は
、オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

滝
上
町
が
２
０
０
９
年
３
月
に
制
定
し
た「
滝

上
町
渚し

ょ

滑こ
つ

川
魚
族
保
護
の
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
条
例
」に
次
ぐ
、全
国
で
２
例

目
と
な
り
ま
す
。

（
目
的
）

　

屈
斜
路
湖
で
の
魚
釣
り
を
有
効
な
地
域
観

光
資
源
と
位
置
づ
け
、屈
斜
路
湖
に
生
息
す
る

魚
を
保
護
し
、
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
魚
釣
り
、余
暇
活
動
と
し
て

の
魚
釣
り
を
持
続
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、釣
り
人
の
協
力
を
求

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
）

　

ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
は
、屈
斜
路
湖
全
域
と

湖
に
注
ぐ
全
て
の
流
入
河
川
。ま
た
、
屈
斜
路

湖
か
ら
流
れ
出
す
釧
路
川
の
一
部（
美
登
里
橋

か
ら
上
流
）ま
で
と
し
ま
す
。

（
魚
釣
り
に
よ
る
行
為
の
制
限
）

　

屈
斜
路
湖
な
ど
で
対
象
の
魚
を
釣
り
上
げ

た
と
き
は
、
持
ち
帰
ら
ず
に
、
そ
の
場
に
お
い

て
速
や
か
に
生
き
た
ま
ま
水
面
に
戻
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
釣
っ
た
魚
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
で
も
水
面
に
戻
し

て
く
だ
さ
い
。

（
釣
り
道
具
の
制
限
）

　

ル
ー
ル
の
対
象
と

す
る
魚
を
釣
る
た
め

に
使
う
こ
と
が
で
き

る
道
具
は
釣
り
ざ
お

と
し
、
実
際
の
釣
り

に
使
用
す
る
さ
お
の

本
数
は
１
人
１
本
ま

で
と
し
ま
す
。

屈
斜
路
湖
遊
漁
振
興
条
例（
素
案
）

ル
ー
ル
の
概
要

　

た
だ
し
、予
備
の
さ
お
の
携
行
に
つ
い
て
は

制
限
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、釣
り
の
仕
掛
け
に
使
用
す
る
釣
り
針

は
、
全
て
針
が
１
本
で
、
返
し
の
な
い
釣
り
針

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
ル
ー
ル
の
対
象
と
す
る
魚
）

①
ヤ
マ
メ

②
ニ
ジ
マ
ス

③
ア
メ
マ
ス（
イ
ワ
ナ
）

④
イ
ト
ウ

⑤
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ

　

ウ
グ
イ
に
つ
い
て
は
生
息
数
が
極
め
て
多

い
こ
と
、ヒ
メ
マ
ス
に
つ
い
て
は
地
元
の
宿
泊

施
設
や
飲
食
業
に
お
い
て
若
干
の
流
通
が
見

ら
れ
、今
後
に
お
い
て
も
地
域
振
興
に
活
用
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、対
象
外
と
し
ま
す
。

　

サ
ケ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
・
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
・
ベ
ニ

マ
ス
・
ギ
ン
マ
ス
・
マ
ス
ノ
ス
ケ
は
、道
内
水
面

漁
業
調
整
規
則
で
採
捕
す
る
こ
と
が
本
来
、禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、当
ル
ー
ル
に
は
掲
載

し
ま
せ
ん
。

（
ル
ー
ル
の
適
用
除
外
）

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
体

験
と
し
て
行
わ
れ
る
釣
り
や
、地
域
の
歴
史
的

な
伝
統
や
文
化
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
釣
り

に
つ
い
て
は
、魚
釣
り
行
為
の
制
限
や
釣
り
道

具
の
制
限
の
ル
ー
ル
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

　

道
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
で
定
め
ら
れ
て

い
る
漁
具
・
漁
法
で
水
産
動
植
物
を
採
捕
す
る

場
合
は
、知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
釣
り
人
に
協
力
し
て
ほ
し
い
こ
と
）

　

屈
斜
路
湖
な
ど
の
魚
資
源
を
保
護
し
、持
続

的
な
釣
り
場
環
境
を
維
持
、
増
進
さ
せ
る
た

め
、釣
り
人
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
協
力
を
求

め
ま
す
。

①�

魚
の
産
卵
や
自
然
再
生
、幼
魚
の
成
長
を
妨

げ
な
い
こ
と
。

②�

釣
り
上
げ
た
魚
を
水
面
に
戻
す
際
は
、魚
の

取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
。

③�

釣
り
の
際
は
、水
難
事
故
な
ど
の
防
止
に
努

め
る
こ
と
。

④
釣
り
場
の
環
境
維
持
に
努
め
る
こ
と
。

⑤�

法
ま
た
は
モ
ラ
ル
に
反
す
る
釣
り
人
へ
の

喚
起
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
、通
報
な

ど
を
行
う
こ
と
。

ル
ー
ル
の
概
要
に
対
す
る

意
見
を
募
集

　

屈
斜
路
湖
遊
漁
振
興
条
例（
素
案
）の
ル
ー
ル

の
概
要
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
方


町
民
の
方


屈
斜
路
湖
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
方


屈
斜
路
湖
等
に
関
心
の
あ
る
方

▼
意
見
募
集
期
間

　

８
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈮

▼
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
、
住

所
、氏
名
、連
絡
先
、意
見
を
記
載
し
、郵
送
、持

参
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

所
定
の
様
式
は
、役
場
農
林
課
と
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※�

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、屈
斜
路
湖
遊
漁
振
興

条
例
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※�

意
見
の
概
要
は
、住
所
や
氏
名
な
ど
の
個
人

情
報
を
除
き
、

広
報
紙
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公

表
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

❑�

意
見
提
出
・

問
い
合
わ

せ
先
／
役

場
農
林
課

農
政
係

　
　

☎
４
８
２
‐
２
９
３
６（
課
直
通
）

　
　


４
８
２
‐
２
９
９
９

　
　

�

Ｅ
メ
ー
ル　

nourin@
tow
n.teshikaga.

hokkaido.jp

　
　

�U
R
L
 http://w

w
w
.tow
n.teshikaga.

hokkaido.jp/02sougou/37kankou/2
0naisuim

en/01kussharo/index.htm
l

屈
斜
路
湖
遊
漁
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

　

屈
斜
路
湖
な
ど
で
の
遊
漁
と
地
域
振
興
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て
、町
民
の
皆
さ
ん
と
釣
り

人
、観
光
関
係
者
な
ど
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、屈
斜
路
湖
の
遊
漁
振
興
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
22
日
㈬　

19
時
～
21
時

▼�

場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室
▼
参
加
費
／
無
料

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
農
林
課
農
政
係
☎

４
８
２
‐
２
９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。
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　第２回定例会は、６月12日に召集され13日までの２日間の会期で行われた。議事日程
により諸般報告（議長）、行政報告（町長）、平成23年度一般会計繰越明許費繰越計算書の
報告ならびに専決処分の報告（４件）、条例の制定（４件）、契約の締結、財産の取得、財産
の処分、損害賠償の額を定めること（２件）、一般質問（７人15問）、平成24年度一般会計補
正予算、平成24年度弟子屈町下水道事業特別会計補正予算、平成24年弟子屈町水道事業
会計補正予算を審議し原案の通り可決。所管事務調査２件を報告済み。

◎�

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て（
専
決
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千

５
０
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
78

億
５
千
７
０
０
万
６
千
円
と
し
た
。歳
入

の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税
の
増
額
分
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
各
基
金
へ
の
積
み
立

て
。

◎�

平
成
23
年
度
弟
子
屈
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
専
決
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
７
０

７
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
12
億
２

千
７
３
２
万
６
千
円
と
し
た
。歳
入
の
主

な
も
の
は
国
庫
支
出
金
、
療
養
給
付
金
と

道
補
助
金
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
保
険

給
付
費
、
保
健
事
業
費
の
減
額
と
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
み
立
て
。

◎�
平
成
23
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
で
予
算
措
置
さ
れ
た
事
業

費
が
時
期
的
に
当
該
年
度
内
で
の
執
行
が

不
可
能
な
た
め
、
事
業
を
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
す
る
。３
月
６
日
開
催
の
第

審
議
の
あ
ら
ま
し

専
決
処
分
の
報
告

契

約

の

締

結

◎�

委
託
業
務
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
、
草
地
造
成
９
戸
26
・
５
㌶
、
草

地
整
備
47
戸
５
４
８
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、暗

渠（
あ
ん
き
ょ
）な
ど
の
用
排
水
整
備
４
戸

11
・
２
㌶
を
実
施
。

▼�

業
務
名
／
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

（
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
型
）弟
子

屈
地
区
に
係
る
草
地
お
よ
び
施
設
の
設

置
委
託
業
務

▼
契
約
の
方
法
／
随
意
契
約

▼
契
約
金
額
／
３
億
５
千
67
万
６
千
円

▼�

契
約
の
相
手
方

　

�

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁
目
１
番

地
23　

公
益
法
人
北
海
道
農
業
公
社

理
事
長　

富
樫
秀
文

条

例

の

制

定

◎�

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

外
国
人
住
民
は
外
国
人
登
録
法
に
基
づ

き
外
国
人
登
録
原
票
に
記
載
さ
れ
、
日
本

人
住
民
と
は
異
な
る
制
度
に
登
録
さ
れ
て

い
た
。平
成
24
年
７
月
に
外
国
人
登
録
法

が
廃
止
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
外
国
人
も
日

本
人
と
同
様
に
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
関
係
条
例
の
整
備
を
行

っ
た
。関
係
条
例
は
次
の
６
条
例
。

�

弟
子
屈
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例

�

弟
子
屈
町
手
数
料
条
例


弟
子
屈
町
災
害
見
舞
金
支
給
条
例

�

弟
子
屈
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例

�

弟
子
屈
町
精
神
障
害
者
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例


水
道
料
金
の
助
成
に
関
す
る
条
例

◎�

弟
子
屈
町
交
通
傷
害
補
償
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

昭
和
45
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い

た
町
民
交
通
傷
害
保
険
が
、
幹
事
保
険
会

社
の
事
業
見
直
し
に
よ
り
平
成
21
年
度
末

で
廃
止
さ
れ
た
。平
成
22
年
度
・
平
成
23
年

度
を
請
求
権
の
経
過
措
置
期
間
と
し
た

が
、期
間
終
了
に
よ
り
本
条
例
を
廃
止
。

１
回
定
例
会
で
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
た

も
の
で
、繰
越
額
が
確
定
し
た
の
で
報
告
。

事
業
は
国
の
第
４
次
補
正
予
算
で
事
業
採

択
と
な
っ
た「
摩
周
パ
イ
ロ
ッ
ト
線
改
良

事
業
」で
、繰
越
額
は
１
億
４
千
10
万
円
。財

源
の
内
訳
は
、国
費
が
７
千
７
０
０
万
円
、

起
債
６
千
３
０
０
万
円（
交
付
税
算
入
率

50
％
）、一
般
財
源
10
万
円
。

◎�

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て（
専
決
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
69
億
３
千
３
２
０

万
８
千
円
と
す
る
。歳
入
の
主
な
も
の
は

繰
越
金
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
姉
妹
都

市
交
流
旅
費
。

◎�

ク
ア
ハ
ウ
ス
屈
斜
路
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

昭
和
61
年
の
供
用
開
始
以
来
、
林
業
者

な
ど
の
健
康
管
理
施
設
と
し
て
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
た
が
、老
朽
化
が
進
み
、林

業
者
労
働
者
を
主
な
対
象
と
し
な
が
ら
地

域
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め「
林
業
多
目

的
施
設
」と
し
て
転
用
す
る
こ
と
を
林
野
庁

に
提
出
。平
成
23
年
12
月
に
承
認
を
受
け

た
の
で
、本
条
例
を
廃
止
。

◎�

弟
子
屈
町
林
業
多
目
的
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

旧
ク
ア
ハ
ウ
ス
屈
斜
路
を
、
林
業
を
通

じ
た
地
域
の
活
性
化
と
地
域
住
民
な
ど
の

交
流
促
進
を
図
る
施
設
と
し
て
利
用
す
る

た
め
、本
条
例
を
制
定
。

財

産

の

取

得

　

草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
・
弟
子
屈
地

区
に
係
る
農
業
用
施
設
の
譲
渡
契
約
を
締

結
す
る
た
め
の
財
産
の
取
得
。

▼�

財
産
の
種
類
／
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事

業（
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
型
）弟
子

屈
地
区
に
係
る
農
業
用
施
設
。

▼�

財
産
の
数
量
／
飼
料
調
製
貯
蔵
施
設（
バ

ン
ガ
ー
サ
イ
ロ
）１
基（
５
千
４
０
０
立
方
㍍
）

▼�

財
産
の
在
所
／
字
奥
春
別
原
野
45
線
63

番
地

財

産

の

処

分

　

公
益
法
人
北
海
道
農
業
公
社
か
ら
取
得

後
、即
日
処
分
。

▼�

財
産
の
種
類
／
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事

業（
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
型
）弟
子

屈
地
区
に
係
る
農
業
用
施
設
。

▼�

財
産
の
数
量
／
飼
料
調
製
貯
蔵
施
設

（
バ
ン
ガ
ー
サ
イ
ロ
）１
基（
５
千
４
０
０

立
方
㍍
）

▼�

財
産
の
在
所
／
字
奥
春
別
原
野
45
線
63

番
地

▼�

処
分
の
目
的
／
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事

業（
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
型
）の
弟

子
屈
地
区
に
係
る
農
業
用
施
設

▼
処
分
価
格
／
３
千
８
１
２
万
４
千
円

（
随
意
契
約
）

▼
契
約
の
相
手
方

　

字
奥
春
別
原
野
45
線
63
番
地
５望

月
信
雄

日置市での物産交流

▼�
取
得
の
目
的
／
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事

業（
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
型
）の
弟

子
屈
地
区
に
係
る
農
業
用
施
設

▼
取
得
予
定
時
期
／
平
成
25
年
度

▼
取
得
価
格
／
３
千
８
１
２
万
４
千
円

（
随
意
契
約
）

▼�

契
約
の
相
手
方

　

�

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁
目
１
番

地
23　

公
益
法
人
北
海
道
農
業
公
社

理
事
長　

富
樫
秀
文

林業多目的センターとして生まれ変わったクフハウス屈斜路
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◆わたしたちの町議会てしかが

所
管
事
務
調
査
報
告

平
成
24
年
度

各
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

町
の
公
用
車（
建
設
機
械
を
除
く
）

は
車
両
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の

問 摩
周
厚
生
病
院
で
の
健
康
診

断
の
受
診
に
つ
い
て

会
社
な
ど
の
健
康
診
断
に
つ
い

て
、
以
前
は
厚
生
病
院
で
受
診
し

て
い
た
。し
か
し
、病
院
の
体
制
面
か
ら
断

ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
が
、町
の
支
援
経
過
な

ど
の
面
か
ら
も
、
な
る
べ
く
厚
生
病
院
を

利
用
し
た
い
と
思
う
が
、現
在
は
ど
う
か
。

２
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
、
今
の
体
制

で
は
受
け
入
れ
が
困
難
と
の
話
が

あ
っ
た
が
、町
と
し
て
申
し
入
れ
を
し
、現

在
は
受
け
入
れ
可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い

る
の
で
、ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問

議
員
で
自
治
会
長
を
務
め
て
い
る

場
合
、
町
か
ら
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
兼
職
の
禁
止
に

あ
た
ら
な
い
か
。

自
治
法
上
の
問
題
で
あ
る
が
、
行

政
側
が
判
断
す
る
と
い
う
一
文
も

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
判
断
す
る
形

に
な
っ
て
い
る
。

問答

導
入
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
町
民

へ
の
説
明
状
況
は
。ま
た
、未
導
入

の
学
校
の
生
徒
が
図
書
館
で
検
索
で
き
る

体
制
と
全
校
へ
の
導
入
の
計
画
は
。

今
の
と
こ
ろ
、
一
般
町
民
へ
の
本

の
貸
し
出
し
体
制
は
で
き
て
い
な

い
。導
入
に
つ
い
て
は
、今
年
を
入
れ
て
段

階
的
に
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、現
状
で
の
利
用
方
法
も
含
め
、児
童
生

徒
、町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
た
い
。

問答

議
員
の
兼
職
の
禁
止
に
つ
い
て

損

害

賠

償

　

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
13
号
の

規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決
を
要
す
る
こ
と

か
ら
上
程
。

◎�

平
成
24
年
２
月
21
日
午
後
１
時
43
分
こ

ろ
、
本
町
職
員
が
中
央
１
丁
目
で
凍
結

防
止
剤
散
布
中
に
公
用
車
両
が
坂
道
を

下
り
出
し
、
駐
車
場
の
照
明
灯
と
看
板

に
衝
突
。照
明
灯
カ
バ
ー
が
落
下
し
、真

下
に
駐
車
し
て
い
た
車
両
の
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
と
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
損
傷
。

▼
賠
償
額

�

照
明
灯
と
看
板
の
賠
償

28
万
４
千
５
５
０
円

�

車
両
の
賠
償　
　

37
万
７
千
７
０
０
円

◎�

平
成
24
年
４
月
17
日
午
後
５
時
こ
ろ
、

鶴
居
村
鶴
居
東
３
丁
目（
Ｊ
Ａ
ホ
ク
レ
ン

ス
タ
ン
ド
付
近
）で
本
町
職
員
が
公
用
車

両
を
バ
ッ
ク
さ
せ
た
と
こ
ろ
、後
方
に
駐

車
中
の
車
両
の
前
部
バ
ン
パ
ー
を
損
傷
。

▼
賠
償
額
／
11
万
１
千
５
５
２
円

　

賠
償
額
は
、
全
国
自
治
協
会
公
有
物
件

災
害
共
済
か
ら
給
付
。

◎�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

予　

算

　

会
議
規
則
第
75
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
。

◎�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

▼
事
項

�

弟
子
屈
中
学
校
／
寄
附
採
納
に
係
る
備

品
の
管
理
・
保
管
状
況
に
つ
い
て

�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
／
施
設
の
稼
働
状

況
お
よ
び
衛
生
管
理
に
つ
い
て

▼�

目
的
／
所
管
事
務
の
内
容
を
調
査
す
る

た
め

▼�
方
法
／
資
料
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
お

よ
び
現
地
調
査

▼
日
時
／
５
月
28
日
㈪　

10
時
10
分
～

▼�

場
所
／
弟
子
屈
中
学
校
・
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

▼�

結
果
／
新
校
舎
落
成
記
念
事
業
と
し
て

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
千

９
８
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
71
億

７
千
３
０
３
万
円
と
す
る
。歳
入
の
主
な

も
の
は
、各
種
補
助
金
や
寄
附
金
と
、地
方

債
追
加
分
や
前
年
度
繰
越
金
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
、マ

ン
ゴ
ー
生
産
施
設
整
備
に
係
る
補
助
金

（
１
億
４
千
９
４
４
万
５
千
円
）、和
琴
・
奥

春
別
小
学
校
校
舎
、
屋
体
の
非
構
造
物
部

材
に
係
る
耐
震
性
調
査
業
務
委
託
料

（
４
０
９
万
５
千
円
）な
ど
。

◎�

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
３
３
５
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
５
千
８ 奥春別小学校の体育館

８
２
万
９
千
円
と
す
る
。歳
入
の
主
な
も

の
は
一
般
会
計
繰
入
金
で
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
。

◎�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

｢

収
益
的
収
入
及
び
支
出｣

に
お
い
て
、

収
入
で
は
42
万
円
の
増
額
、
支
出
で
は
79

万
５
千
円
の
減
額
。収
入
の
主
な
も
の
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
の
児
童
手
当
に
係

る
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
、
支
出
で
は

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
減
額
を
計

上
。

寄
付
採
納
を
受
け
た
備
品
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、そ
の
管
理
・
保
管
状
況
を
確

認
し
た
。

　

�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
施
設
の
稼
働
状
況
と
衛
生
管
理

基
準
に
基
づ
い
た
適
正
な
衛
生
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

答町
公
用
車
の
車
両
保
険
に
つ

い
て

か
。加
入
の
場
合
、全
体
で
は
多
額
の
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
修
理

費
と
の
関
係
か
ら
保
険
に
入
ら
な
い
方
が

い
い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

大
き
な
事
故
を
想
定
し
、
補
償
を

受
け
る
た
め
の
加
入
で
あ
る
が
、

整
理
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
内
部

検
討
し
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
出
資
割
合

に
つ
い
て

平
成
24

年
度
の

商
工
会
の
総
支

出
に
対
し
町
が

補
助
金
を
支
出

し
て
い
る
関
係

か
ら
、
商
工
会

の
弟
子
屈
町
振

興
公
社
に
対
す

る
出
資
の
一
部

は
、
町
が
間
接
保
有
し
て
い
る
と
い
う
判

断
に
な
る
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

税
理
士
か
ら
は
、
補
助
金
は
別
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

答 問 答

道
の
駅
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設

に
つ
い
て

当
初
予
算
で
、

道
の
駅
に
ド

ッ
グ
ラ
ン
を
整
備
す

る
と
説
明
が
あ
っ
た

が
、計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

計
画
を
立
て

て
、造
る
予
定

で
あ
る
。

問答
除
雪
な
ど
を
行
っ
て
い
る
公
衆
用

道
路
に
つ
い
て
、
町
道
認
定
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問 町
道
の
認
定
に
つ
い
て

摩周湖レストハウス

規
則
に
基
づ
き
、町
道
に
で
き
る
も

の
は
検
討
し
、認
定
を
進
め
た
い
。

答図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
活
用
と

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

図書館システムのＰＲ強化を 新しくなった給食センター

道の駅のドッグラン整備は
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◆わたしたちの町議会てしかが

「
森
林
整
備
計
画
」「
森
林
経
営
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
問
題
や
課

題
は
何
か
。

　

ま
た
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
材
育

成
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
、本
年
度
、林
務

係
長
が
減
員
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
森
林
整
備
の
た
め
の
安
定
財

源
確
保
に
向
け
て
、
国
に
働
き
か
け
る
べ

き
で
あ
る
。

町
長
答
弁

平
成
24
年
４
月
始
期
の「
弟
子
屈
町

森
林
整
備
計
画
」を
樹
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

町
も
自
ら「
森
林
経
営
計
画
」を
策
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は
、
面

的
ま
と
ま
り
で
の
計
画
と
す
る
た
め
、
不

問答 一
般
質
問

山 

田　
　

 

博　

議
員

一
般
質
問

在
地
主
や
所
有
者
の
分
か
ら
な
い
森
林
の

扱
い
、ま
た
、主
伐
期
を
迎
え
た
森
林
が
多

く
、所
有
者
の
高
齢
化
を
考
え
る
と
、皆
伐

後
の
植
栽
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
で

は
、今
ま
で
同
様
、総
合
振
興
局
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
業
務
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　

林
務
係
長
は
、
現
在
補
佐
が
兼
務
し
て

い
る
が
、
過
去
に
盗
伐
問
題
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
充
分
反
省
し
な
が
ら
来
年

に
向
け
て
い
き
た
い
。

　

森
林
整
備
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
に

向
け
て
は
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、国

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

全
国
各
地
で
孤
立
死
が
相
次
ぎ
、

本
町
に
お
い
て
も
、
残
念
な
実
態

に
あ
る
。

　

今
年
度
、町
で
は「
要
援
護
者
マ
ッ
プ
」作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
進
ち
ょ
く
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、高
台
自
治
会
で
は
独
居
老
人
、高

齢
者
世
帯
を
対
象
に「
命
の
バ
ト
ン
」運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
町
に
広
め
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

問 問　

�

孤
立
死
対
策
な
ど
に
つ
い
て

 

答　

�

８
月
中
を
め
ど
の
対
策

町
長
答
弁

本
町
に
お
い
て
も
、
孤
立
死
が
毎

年
１
～
２
件
発
生
し
て
い
る
。孤
立
死
対

策
に
つ
い
て
町
と
し
て
は
、
ま
ず
情
報
の

一
元
化
と
い
う
こ
と
で
国
の
10
割
補
助
に

よ
る「
要
援
護
者
台
帳
」の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
８

月
中
を
め
ど
に
広
報
お
よ
び
説
明
会
を
開

催
し
、
９
月
初
め
に
は
第
１
回
目
の
受
け

付
け
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お「
命
の
バ
ト
ン
」い
わ
ゆ
る「
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
」で
あ
る
が
、救
急
時
に
必

要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は

非
常
に
有
用
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で

は
記
載
情
報
の
管
理
や
更
新
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
管
理
運
用
面
に
お

い
て
は
い
く
つ
か
の
課
題
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。全
町
的
な
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、現

在
実
施
し
て
い
る
高
台
自
治
会
の
評
価
も

参
考
に
し
、
実
際
の
救
急
搬
送
現
場
で
の

運
用
に
つ
い
て
消
防
部
局
と
の
協
議
、
検

証
を
進
め
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答

問　

�

新
た
な
森
林
計
画
に
つ
い
て

 

答　

林
務
係
長
は
来
年
に
向
け
て

①�

道
道
へ
の
昇
格
見
通
し
に
つ
い

て

②�

道
道
の
町
へ
の
移
管
に
よ
る
財
政
的
負

担
に
つ
い
て

③
関
連
し
て
消
防
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

町
長
答
弁

今
回
の
質
問
だ
が
、
釧
路
市
か
ら

問答

風 

祭　

保 
夫　

議
員

一
般
質
問

北
網
地
域
へ
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、小
・

中
・
高
生
の
通
学
路
お
よ
び
弟
子
屈
中
学

校
周
辺
は
本
町
防
災
拠
点
に
位
置
づ
け
さ

れ
、
交
通
安
全
対
策
が
急
務
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

社
会
資
本
整
備
連
絡
会
議
が
開
催
さ

れ
、
昨
年
か
ら
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、道
道
昇
格
に
つ
い
て
は
、早

く
て
も
平
成
26
年
度
以
降
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
道
道
昇
格
に
伴
い
町
道
へ
の
降

格
だ
が
、
１
線
目
は
道
道
釧
路
鶴
居
線
の

一
部
と
札
友
内
弟
子
屈
停
車
場
線
の
一
部

で
、２
線
合
計
で
１
千
７
９
０
㍍
で
、町
道

認
定
さ
れ
た
交
付
税
見
込
額
は
４
５
０
万

円
の
予
定
で
あ
る
。

　

最
後
に
消
防
庁
舎
の
移
転
だ
が
前
段
述

べ
た
道
道
昇
格
お
よ
び
街
路
事
業
に
つ
い

て
北
海
道
と
協
議
中
で
あ
り
、
移
転
場
所

や
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

　

事
業
は「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」

で
実
施
さ
れ
る
が
、補
助
率
は
50
％
で
あ
る
。

問　

�

町
道

別
線
の
道
道
昇
格
と
道
道
の
町
へ
の
移
管
、
な
ら

び
に
そ
の
影
響
に
つ
い
て

 

答　

道
道
昇
格
平
成
26
年
度
以
降
に

道道昇格と消防庁舎移転の見通しは

弟
子
屈
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
の
見
通
し

は
。ま
た
、外
構
施
設
に
お
い
て
一

部
縁
石
が
き
ち
ん
と
付
い
て
な
い
部
分
が

見
受
け
ら
れ
る
が
、計
画
は
ど
う
か
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
は
今
年
度
中

に
完
了
す
る
。縁
石
の
整
備
に
つ

い
て
は
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問答

弟子屈中学校グラウンドの整備状況は

Ａ
Ｌ
Ｔ
強
化
に
よ
る
教
育
課

程
の
見
直
し
に
つ
い
て

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）が
１

人
か
ら
２
人
体
制
に
変
わ
る
こ
と

で
、
英
語
授
業
の
教
育
課
程
編
成
の
見
直

し
は
行
う
の
か
。

問

今
年
度
８
月（
２
学
期
）以
降
２
人
体

制
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

12
月
か
ら
計
画
し
て
い
た
た
め
、
各
学
校

に
は
こ
れ
を
見
通
し
た
説
明
を
し
、
こ
れ

を
基
に
各
学
校
で
計
画
を
立
案
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

答第
三
セ
ク
タ
ー
が
赤
字
の
場

合
の
対
応
つ
い
て

弟
子
屈
町
振
興
公
社
の
経
営
で
も

し
赤
字
が
出
た
場
合
、
町
が
そ
の

負
担
を
し
た
り
、
債
務
保
証
を
す
る
こ
と

は
あ
る
か
。

町
は
45
％
の
株
主
で
あ
る
が
、
会

社
が
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。答 問
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◆わたしたちの町議会てしかが

問　

�

移
住
者
対
策
計
画
に
つ
い
て

 

答　

移
住
対
策
の
推
進
に
努
力

池 

上　

清 

子　

議
員

一
般
質
問

移
住
で
新
し
い
生
き
方
を
模
索
さ

れ
た
方
が
増
え
、
す
で
に
年
月
も

経
っ
て
い
る
。町
の
移
住
促
進
活
動
の
試

案
、
努
力
の
結
果
、
成
果
な
ど
を
伺
う
。今

後
の
課
題
と
し
て
、
ま
す
ま
す
衰
退
す
る

町
の
人
口
対
策
と
し
て
、
町
の
た
め
に
空

い
た
公
住
の
利
用
や
、
快
適
な
教
育
環
境

を
生
か
せ
る
若
い
家
族
移
住
対
策
も
積
極

的
に
考
え
て
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、

併
せ
て
伺
う
。

問
新
規
公
営
住
宅
建
設
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
公
住
で
一
人
暮
ら
し
の

方
が
亡
く
な
り
翌
日
発
見
さ
れ
た
と
い
う

が
、
同
等
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
過
去
何
件

あ
っ
た
か
。ま
た
、入
居
者
が
入
院
し
空
き

家
化
し
た
戸
数
が
何
戸
あ
る
か
伺
う
。現

在
の
医
療
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ま
だ

ま
だ
病
院
で
入
院
を
し
、
健
康
回
復
ま
で

入
院
を
継
続
し
た
く
と
も
自
宅
療
養
と
の

こ
と
で
退
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

一
時
帰
宅
療
養
で
き
る
公
住
を
一
部
造
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

問

副
町
長
答
弁

弟
子
屈
町
に
お
け
る
公
営
住
宅
の

建
設
は
、平
成
22
年
度
に
策
定
し
た｢

公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画｣
に
基
づ
き
遂
行

し
て
お
り
、
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
住

め
る
住
宅
の
供
給
を
視
野
に
入
れ
、
適
正

な
管
理
戸
数
を
維
持
し
つ
つ
、
道
と
も
十

分
協
議
し
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
の
５
月
、
一
人
暮
ら
し
の
方
が
亡

く
な
り
、翌
日
発
見
さ
れ
た
。こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
、平
成
19
年
度
か
ら
５
年
間
で
、

３
件
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
病
院
な
ど
に
入
院
し
空
き
家
化

し
た
戸
数
は
、
届
け
出
を
受
理
し
た
者
で

４
件
で
あ
る
。

副
町
長
答
弁

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
、
豊
富
な

温
泉
な
ど
か
ら
、
本
町
は
移
住
の
多
い
地

域
で
あ
る
。田
舎
暮
ら
し
に
対
す
る
憧
れ

や
、ア
ウ
ト
ド
ア
、ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
へ
の

進
出
移
住
も
あ
る
。町
で
は
移
住
専
用
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開
設
し
、
町
の
状

況
や
土
地
に
関
す
る
規
制
、
イ
ン
フ
ラ
の

情
報
な
ど
を
提
供
し
、
移
住
に
つ
な
げ
て

き
て
い
る
。移
住
体
験
ツ
ア
ー
も
12
回
実

施
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
成
果
は
、こ
こ

６
年
間
で
31
組
50
人
参
加
。町
で
把
握
し

て
い
る
41
世
帯
で
は
夫
婦
２
人
世
帯
が
多

く
、７
割
は
現
役
世
代
で
あ
る
。今
後
の
方

針
、見
通
し
に
つ
い
て
は
、町
と
し
て
は
子

育
て
世
帯
も
含
め
、
若
い
方
の
移
住
が
今

後
も
弟
子
屈
の
人
口
増
や
活
性
化
に
結
び

付
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。安
定
的
な
収

入
確
保
に
つ
な
が
る
雇
用
、
新
規
起
業
に

対
す
る
支
援
の
推
進
の
必
要
が
あ
る
と
感

じ
る
。今
後
の
移
住
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

答

７月に行われた移住体験ツアー

問　

�

小
・
中
学
生
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

 

答　

費
用
面
で
修
学
旅
行
に
行
け
な
か
っ
た
児
童
・
生
徒
は
い
な
い

坪 

井　

嗣 

雄　

議
員

一
般
質
問

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。小
・
中
学
生
の
修
学
旅
行
の
行

先
と
日
時
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。学
生

一
人
あ
た
り
の
費
用
は
小
学
生
、
中
学
生

は
い
く
ら
か
。過
去
３
年
間
で
費
用
を
出

せ
な
く
て
行
け
な
か
っ
た
生
徒
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
伺
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
見
聞
を
広
め
る
機
会
と

し
て
道
内
の
名
所
、
遺
跡
だ
け
で
な
く
、

道
外
ま
た
外
国
を
も
選
び
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
よ
う
と
行
動
を

し
、
魅
力
あ
る
学
校
創
り
に
役
立
て
よ
う

と
し
て
い
る
。教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長
答
弁

修
学
旅
行
は
、
学
習
指
導
要
領
で

「
特
別
活
動
」の
う
ち「
集
団
宿
泊
的
行
事
」と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、小
学
校
、中
学
校
在

学
中
に
各
１
回
実
施
し
て
い
る
。行
程
は
、

小
学
校
が
９
月
に
１
泊
２
日
で
十
勝
方

面
、中
学
校
が
５
月
に
３
泊
４
日
で
登
別
・

ル
ス
ツ･

小
樽
・
札
幌
・
旭
川
方
面
を
訪
れ

問

て
い
る
。一
人
当
た
り
の
費
用
は
、小
学
校

は
平
成
20
年
度
以
降
、
１
万
２
千
円
台
か

ら
１
万
７
千
円
台
と
な
っ
て
い
る
。中
学
校

は
平
成
20
年
度
以
降
、
４
万
１
千
円
台
か

ら
６
万
１
千
円
台
で
推
移
し
て
い
る
。過

去
３
年
間
で
費
用
を
負
担
で
き
ず
に
修
学

旅
行
に
行
け
な
か
っ
た
児
童
生
徒
は
、
な

い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。北
海
道
の
場

合
、修
学
旅
行
に
は
距
離
制
限
が
あ
り
、海

外
な
ど
へ
行
く
こ
と
は
難
し
い
。

答

問　

�

公
営
住
宅
事
業
に
つ
い
て

 

答　

高
齢
者
な
ど
の
方
々
に
配
慮
し
た
対
策
を
講
ず
る

今後の公住の在り方について

答

①�
全
国
学
力
・
学
習
状
況（
学
テ
）調

査
の
結
果
と
対
策
に
つ
い
て

②�

中
学
校
の
課
外
活
動
と
補
習
授
業
の
状

況
、
さ
ら
に
弟
子
屈
高
校
の
存
続
活
動

現
況
と
今
後
の
存
続
運
動
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁

文
科
省
は「
序
列
化
や
過
度
の
競
争

問 問　

本
町
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

答　
�

町
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
拡
大
を
検
討

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
」と
の
方
針
か
ら
慎

重
を
期
し
て
い
る
。

　

全
国
平
均
と
比
べ
て
は
下
位
に
あ
り
危

機
感
を
持
っ
て
町
独
自
の
テ
ス
ト
を
計
画

し
て
い
る
。

　

中
学
校
の
課
外
活
動
と
補
習
授
業
の
状

況
だ
が「
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
科
学
に

親
し
み
学
習
意
欲
の
向
上
、
連
帯
感
の
涵

養（
か
ん
よ
う
）な
ど
に
資
す
る
」も
の
で
あ

り
成
果
を
上
げ
て
い
る
し
、
補
習
授
業
に

つ
い
て
も
町
内
全
小
・
中
学
校
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

弟
子
屈
高
校
の
存
続
問
題
だ
が
、
北
海

道
教
育
庁
の
高
校
教
育
指
針
に
沿
っ
て
高

校
の
配
置
計
画
を
示
し
て
い
る
が
、
現
段

階
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
は
存
続
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

り
、
町
長
は
じ
め
私
を
含
め
た
教
育
関
係

者
な
ら
び
に
、
全
町
民
を
挙
げ
て
存
続
運

動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

な
お
、本
年
度
は
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導

助
手
）が
２
名
体
制
に
な
る
こ
と
に
加
え
て
、

文
科
省
の「
英
語
力
を
強
化
す
る
事
業
」に

弟
子
屈
高
校
が
指
定
さ
れ
た
の
で
、
本
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
知
・

徳
・
体
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

答

弟子屈高校の今後は
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◆わたしたちの町議会てしかが

問　

�

議
員
兼
職
に
つ
い
て

 

答　

落
札
金
額
は
な
い

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

一
時
正
常
に
な
り
町
民
の
批
判
も

な
く
今
日
に
至
っ
た
が
、
最
近
そ
れ
が
一

部
変
化
が
あ
る
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、そ
の
会
社
の
議
員

任
期
４
年
に
何
件
指
名
を
し
た
か
、
件
数

と
金
額
を
示
す
よ
う
求
め
る
。

副
町
長
答
弁

自
治
法
第
92
条
２
に
規
定
す
る

問

議
員
の
兼
職
に
関
す
る
ご
質
問
と
思
う

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
治
法
第

１
２
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

が
決
定
す
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
・
平
成
23
年
度
は
、指
名
件

数
・
落
札
金
額
は
な
く
、平
成
24
年
度
に
お

い
て
は
、指
名
件
数
は
２
件
で
、落
札
金
額

は
な
い
。

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
の
し
尿
処
理
の
下
水
道
に
直
結

す
る
事
業
は
、
国
の
補
助
事
業
と
し
て
増

設
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
本
町
も

標
茶
町
と
連
絡
を
取
り
一
日
も
早
く
実
施

す
る
よ
う
制
度
、調
査
検
討
を
求
め
る
。

問 問　

�

し
尿
処
理
関
係
に
つ
い
て

 

答　

�

将
来
的
に
は
、汲
み
取
り
し
尿
を
下
水
処
理
場
で
受
け
入
れ
し
た
い

副
町
長
答
弁

川
上
郡
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
で
処

理
し
て
い
る
し
尿
を
、
下
水
処
理
場
に
投

入
・
処
理
す
る
件
に
つ
い
て
、下
水
道
法
、

一
般
廃
棄
物
処
理
法
な
ど
の
制
度
上
お
よ

び
汚
水
処
理
の
技
術
的
な
観
点
か
ら
検
討

し
て
き
た
。

　

法
的
に
は
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
に
し
尿

を
直
接
投
入
す
る
こ
と
に
規
制
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、一
方
、国
の
通
達
で
は

「
し
尿
処
理
の
緊
急
性
に
限
り
処
理
を
認

め
る
」と
の
こ
と
か
ら
、対
応
に
は
苦
慮
し

て
い
る
。

　

汚
水
処
理
の
技
術
的
な
面
に
つ
い
て

は
、
し
尿
は
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
受
け

入
れ
て
い
る
汚
水
に
比
べ
濃
度
は
非
常
に

高
く
、
受
け
入
れ
基
準
を
大
き
く
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
投
入
時
に
希
釈
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
処
理
施
設
の
機
能
か
ら
、
少
量
ず
つ

の
投
入
と
な
り
、ま
た
異
物
の
除
去
、臭
気

対
策
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
と
と
な
っ
て

く
る
。

　

今
後
、
計
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
国

の
補
助
制
度「
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備
事

業
」を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

問　

�

が
ん
検
診
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て

 

答　

新
年
度
よ
り
導
入
で
き
る
よ
う
準
備
を
行
う

岩 

﨑　

義 
人　

議
員

一
般
質
問

現
在
、が
ん
検
診
と
し
て
、特
定
検

診
時
に「
肺
が
ん
」「
胃
が
ん
」「
大
腸

が
ん
」の
検
診
と
、女
性
特
有
の
が
ん
検
診

と
し
て「
乳
が
ん
」「
子
宮
が
ん
」を
、検
診
年

齢
を
区
切
っ
て
検
診
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
男
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る「
前
立
腺

が
ん
」検
査
の
検
診
助
成
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
。前
立
腺
が
ん
の
早
期
発

見
に
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ａ

（
前
立
腺
特
異
抗
原
体
）
検
査
は
、
各
人
が

そ
れ
ぞ
れ
通
院
、
診
察
を
受
け
て
い
る
医

療
機
関
で
血
液
検
査
を
行
う
こ
と
で
で
き

問

る
。こ
の
検
査
の
助
成
を
行
う
考
え
が
あ

る
か
を
伺
う
。

町
長
答
弁

各
種
が
ん
検
診
な
ど
の
助
成
事
業

は
、
健
康
増
進
法
お
よ
び
が
ん
対
策
基
本

法
に
基
づ
き
実
施
。乳
が
ん
、子
宮
が
ん
検

診
に
つ
い
て
平
成
21
年
度
か
ら
国
の
助
成

を
受
け
５
歳
刻
み
の
年
齢
に
よ
り
無
料
で

実
施
。ご
指
摘
の
前
立
腺
が
ん
は
、国
内
に

お
い
て
男
性
の
死
者
数
が
年
々
増
加
の
傾

向
を
示
す
。現
在
、前
立
腺
が
ん
検
診
は
総

合
検
診
時
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診
と
し
て
１

回
２
千
６
２
５
円
の
個
人
負
担
で
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
既
に
検
診
を
終
え
て
い
る

方
も
い
る
こ
と
と
、条
例
な
ど
も
つ
く
り
、

さ
ら
に
医
療
機
関
と
の
契
約
な
ど
も
要
す

る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
の
25
年
を
め
ど
に

準
備
を
進
め
た
い
。制
度
を
つ
く
っ
て
も
、

受
診
率
が
向
上
し
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ

な
い
の
で
、
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
も

課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

答

道
の
駅
は
予
定
を
上
回
り
、
本
年

15
万
人
を
突
破
す
る
と
思
う
が
、

德
永
町
長
は
こ
の
多
く
の
方
々
が
本
町
の

中
心
で
あ
る
道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
際
、

町
民
が
心
を
込
め
て
お
迎
え
し
本
町
で
生

産
さ
れ
る
食
品
を
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
新

築
し
た
が
、
い
つ
稼
動
す
る
の
か
準
備
の

実
態
は
。ま
た
、特
定
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

で
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
志
す
町
民
誰

も
が
参
加
し
、
汗
を
流
し
て
生
産
し
た
漬

物
が
本
町
を
訪
れ
る
旅
人
に
提
供
で
き
る

よ
う
望
む
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
町
長

に
伺
う
。

問 問　
�

漬
物
工
場
に
つ
い
て

 

答　
�

特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る

町
長
答
弁

漬
物
の
製
造
に
つ
い
て
は｢

食
品

の
製
造
販
売
行
商
等
衛
生
条
例｣

に
適
し

た
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
特
産
品
加
工
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
た
め
町
有
施
設

の
内
部
改
修
工
事
を
し
た
。

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
す

一
方
で
、
不
特
定
の
方
々
が
個
々
に
製
造

販
売
す
る
わ
け
に
は
行
か
ず
、
資
格
を
有

す
る
食
品
衛
生
責
任
者
の
管
理
の
も
と
、

製
造
・
加
工
・
調
理
・
販
売
が
必
要
に
な
る
。

加
工
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
応
募
が
あ
っ
た

方
々
と
、運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
、保
健
所

へ
申
請
手
続
き
を
取
り
、
保
健
所
に
よ
る

施
設
検
査
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
営

業
許
可
が
お
り
る
予
定
。

　

農
産
物
な
ど
が
漬
物
に
な
り
、
観
光
客

に
提
供
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
ま
い
り

た
い
。

６月29日にオープンした特産品加工センター

答

答
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問　

�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
の
早
期
実
施
に
向
け
て

 

答　

平
成
25
年
度
か
ら
実
施
す
る

小 

川　

義 

雄　

議
員

一
般
質
問

冷
え
切
っ
て
い
る
町
内
経
済
の
状

況
を
と
ら
え
た
と
き
、
商
工
業
振

興
と
雇
用
の
安
定
に
向
け
て
、
道
内
46
市

町
村
で
実
施
さ
れ
、
経
済
的
波
及
効
果
が

実
証
さ
れ
て
い
る
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

制
度
が
必
要
。リ
フ
ォ
ー
ム
の
支
援
制
度

の
対
象
範
囲
と
し
て
、住
宅
改
修
、増
築
、改

築
、修
繕
、模
様
替
え
な
ど
を
含
め
て
広
く

適
用
し
、
工
事
費
30
万
円
以
上
で
支
援
率

20
％
、
支
援
上
限
50
万
円
を
目
安
に
す
る

問

制
度
を
早
く
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

町
長
答
弁

平
成
25
年
度
ス
タ
ー
ト
に
向
け
諸

準
備
し
、支
援
制
度

の
内
容
に
つ
い
て

は
各
地
の
状
況
な

ど
を
調
査
し
、商
工

会
に
委
託
す
る
考

え
で
進
め
る
。

問　

�

特
定
健
診
受
診
料
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

 

答　

来
年
度
か
ら
受
診
料
支
援
す
る

医
療
費
の
抑
制
対
策
と
し
て
始

ま
っ
た
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指

導
が
平
成
20
年
４
月
に
始
ま
っ
た
。町
村

で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
40
歳
か
ら
75

歳
未
満
の
方
に
義
務
付
け
。

　

特
定
健
診
の
自
己
負
担
分
５
０
０
円
か

ら
１
千
円
、肺
が
ん
、胃
が
ん
、大
腸
が
ん

検
診
料
１
千
１
０
０
円
か
ら
２
千
円
を
支

問

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、早
期
発
見
、早
期
治

療
に
つ
な
が
る
の
で
、
早
く
実
現
す
る
よ

う
求
め
る
。

副
町
長
答
弁

平
成
25
年
度
か
ら
特
定
健
診
な
ど

の
自
己
負
担
分
を
含
め
、
受
診
率
向
上
の

た
め
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る
方
向
。

答

議長会関係

　４月５日　　　　釧路町村議会議長会会計監査
　４月12～13日　　�北海道町村議会議長会協議ほか
　５月10日　　　　�釧路町村議会議長会５月定例会
　６月５～６日　　北海道町村議会議長会平成24年度定期総会

委員会関係

　３月２７日　　　　議会広報編集特別委員会
　４月10日　　　　議会広報編集特別委員会
　４月20日　　　　議会広報編集特別委員会
　５月28日　　　　文教厚生常任委員会所管事務調査
　　　　　　　　　議会改革を検討する特別委員会
　６月４日　　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　３月26日　　　　�平成24年第１回釧路公立大学事務組合議会３月定例会
　６月１日　　　　�平成24年第１回釧路北部消防事務組合議会臨時会

その他

　３月16日　　　　新党大地新年交礼会
　　　　　　　　　町教育関係者合同送別会
　３月18日　　　　衆議院議員仲野ひろ子（農林水産大臣政務官）さんを囲む会
　３月19日　　　　町戸籍総合システム稼動式
　３月23日　　　　平成23年度弟子屈町スポーツ表彰授賞式
　３月28日　　　　平成23年度町立保育園卒園式（川湯保育園）
　３月29日　　　　平成23年度町立保育園卒園式（おひさま保育園）
　４月２日　　　　議会事務局職員人事発令に伴う辞令交付
　　　　　　　　　摩周湖農業協同組合第12回通常総会
　　　　　　　　　平成24年度町立保育園入園式（川湯保育園）
　４月３日　　　　平成24年度町立保育園入園式（おひさま保育園）
　　　　　　　　　「（新）町学校給食センター」業務開始式
　４月５日　　　　摩周湖農業協同組合そば乾燥調製施設新設工事安全祈願祭
　４月10日　　　　町教育関係者合同歓迎会
　４月17日　　　　鶴居村長当選祝い
　４月21日　　　　農林水産大臣政務官　衆議院議員　仲野ひろ子『弟子屈町の集い』
　４月23日　　　　川湯の森病院新築移転落成式
　　　　　　　　　たなの孝夫後援会事務所開き
　５月１日　　　　各種誘致活動（姉妹都市日置市でのイベント参加）打ち合わせ
　５月２～４日　　各種誘致活動（姉妹都市日置市でのイベント参加）
　５月８日　　　　2012年原水爆禁止国民平和大行進訪問対応
　５月13日　　　　白糠町長当選祝い
　５月18日　　　　平成24年度町商工会通常総会
　５月20日　　　　第38回釧路北部消防事務組合総合演習
　５月27日　　　　てしかがえこまち推進協議会平成24年度定期総会
　５月28日　　　　平成24年度町議会ＯＢ会総会・懇親会
　５月30日　　　　平成24年度北海道横断自動車道釧路根室間早期建設促進期成会総会
　　　　　　　　　平成24年度釧路地方総合開発促進期成会定期総会
　６月４日　　　　摩周湖観光協会新役員あいさつ来庁対応
　６月10～11日　　第54回札幌弟子屈会総会

◆わたしたちの町議会てしかが
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答

第
５
次
総
合
計
画
も
完
成
を
し
、

実
現
に
向
か
っ
て
執
行
す
る
運

び
と
な
っ
た
。町
長
も
３
期
12
年
の
間
、病

院
、中
学
校
、道
の
駅
の
改
築
な
ど
、国
、道

な
ど
精
力
的
に
働
き
か
け
を
し
、完
成
に
努

力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。昨
今
、国
も
財
政

や
社
会
保
障
問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

緊
迫
し
て
い
る
中
、弟
子
屈
町
経
済
も
例
外

で
は
な
く
、
町
民
人
口
も
間
も
な
く
８
千

人
を
切
ろ
う
と
し
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち

問 問　

�

町
長
４
期
目
の
町
政
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

答　

�

責
任
を
持
っ
て
努
め
て
い
く

づ
く
り
の
計
画
が
、
第
５
次
総
合
計
画
の

中
に
企
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
業
の
遂

行
に
あ
た
り
、町
民
生
活
の
安
定
、発
展
に

努
力
さ
れ
る
気
持
ち
が
あ
る
か
、伺
う
。

町
長
答
弁

第
５
次
10
年
の
総
合
計
画
が
完
成

し
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。こ
の
計

画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
責
任
を

持
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
。

近 

江 

屋　

茂　

議
員

一
般
質
問

答

　

議
会
の
動
き   

（
３
月
６
日
～
６
月
11
日
）
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　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない

児童を養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立を助

け、児童の福祉の増進を図るために手当を支給する制度です。

１　�受給資格者の収入から給与所得控除などを控除し、養育費の８
割相当額を加算した所得額と上記の額を比較して、全部支給、一
部支給、支給停止のいずれかに決定されます。

２　�所得税法に規定する老人控除対象配偶者、老人扶養親族または
特定扶養親族がある場合は、上記の額に次の額を加算。

　⑴本人の場合
　　①老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき10万円
　　②特定扶養親族１人につき15万円
　⑵�孤児などの養育者、配偶者および扶養義務者の場合は、老人扶養
親族１人につき６万円

３　�扶養親族等が６人以上の場合には、１人につき38万円（扶養親族
などが２の場合にはそれぞれ加算）を加算した額

　身体や精神に障がいのある満20歳未満の児童につい

て、児童の福祉の増進を図るための制度です。

　住所地の市町村で認定請求（関係書類を添付）の手続きをして、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、前年

の所得が一定額以上の場合は、その年度（８月〜翌年７月まで）は、手当の全部または一部が支給停止されます。また、請求者が

公的年金を受けることができたり、対象児童が福祉施設に入所しているときなどは、手当が受けられない場合があります。

※障害基礎年金に限り、子の加給と児童扶養手当を選択できる場合があります。

特別児童扶養手当

 　問い合わせ先　

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
　１９
　５７
　９５
１３３
１７１
２０９

万円
２３６
２７４
３１２
３５０
３８８
４２６

万円
１９２
２３０
２６８
３０６
３４４
３８２

孤児などの養育者、
配偶者、扶養義務者の
所 得 制 限 限 度 額

本　　　人
全 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

一 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
４５９．６
４９７．６
５３５．６
５７３．６
６１１．６
６４９．６

万円
６２８．７
６５３．６
６７４．９
６９６．２
７１７．５
７３８．８

所　　　　得　　　　額

受　　給　　者 配偶者および養育者

ご存じですか？

所得制限限度額は次のとおりとなります。（年によって変わる場合もあります）

受給資格者（手当を受ける資格のある方）

手当を受ける手続き

所得制限限度額

児童扶養手当について／役場こども未来課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
特別児童扶養手当について／役場保健福祉課社会福祉係☎４８２‐２９３５（課直通）

児童扶養手当

手当の金額（月額）

▼児童１人の場合

　全額支給／41,430円・一部支給／41,420～9,780円

▼児童２人以上の加算額

　２人目／5,000円・３人目以降１人につき3,000円

▼１級該当児童１人につき50,400円

▼２級該当児童１人につき33,570円

　次の条件に当てはまる18歳到達後の最初の３月31日までの児

童を扶養している父（母）や、父（母）に代わってその児童を養育し

ている方に支給されます。児童が心身に中程度以上の障がいを有

する場合は、20歳未満まで手当が受けられます。

　①�父母が離婚した後、父（母）と生計を同じくしていない児童

　②父（母）が死亡した児童

　③�父（母）が一定の障がいの状態にある児童

　④父（母）の生死が明らかでない児童

　⑤父（母）から引き続き１年以上遺棄されている児童

　⑥父（母）が引き続き１年以上拘禁されている児童

　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童

　身体や精神に障がい（１級・２級）のある児童の父、も

しくは母、または父母に代わって児童を養育している

方に手当が支給されます。

林業多目的センターがオープンします！
林業・木育を通した地域コミュニティーの場に

館内図

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
屈
斜
路
の
休
館
以

降
、
町
で
は「
ク
ア
ハ
ウ
ス
屈
斜
路
利

活
用
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
利
用

再
開
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
利
用

を
目
的
と
し
た「
林
業
多
目
的
セ
ン
タ

ー
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

衛�

林
業
者
の
安
全
講
習
会
・
技
術
研

修
会
な
ど
の
会
議
。

衛�

親
子
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
木
育
体
験
」事
業
。

衛
冬
季
雇
用
者
の
木
工
作
業
。

衛
山
火
事
消
火
資
機
材
の
保
管
庫
。

衛�

林
業
従
事
者
な
ど
の
健
康
相
談
会
。

衛
地
域
住
民
の
集
会
。

衛
林
業
歴
史
資
料
展
示
。

衛
地
域
住
民
や
観
光
客
の
避
難
所
。

　

名
称
に「
多
目
的
」と
あ
る
よ
う
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
拠
点
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
い
う
役
割
を
担

い
ま
す
。さ
ら
に
、
地
域
の
方
と
観
光

客
の
方
が
一
緒
に「
木
育
」を
体
験
で
き

る
拠
点
、
林
業
従
事
者
の
方
の
健
康

や
安
全
に
関
す
る
拠
点
と
い
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
に
よ
っ
て
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
農
林
課
林

務
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
６（
課
直

通
）ま
で
。

　
町
林
業
多
目
的
セ
ン
タ
ー
が
８
月
５
日
㈰
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
老
朽
化
の
た
め
２
０
０
８
年
か
ら
休
館
し
て
い
た
ク
ア
ハ
ウ
ス

屈
斜
路（
屈
斜
路
湖
畔
・
仁
伏
地
区
）を
一
部
改
修
し
た
も
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
活
動
の
拠
点
・
木
育
体
験
施
設
・
林
業
従
事
者

の
講
習
や
研
修
の
施
設
・
林
業
歴
史
展
示
施
設
と
い
う
、
多
目
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

木育の体験や作業を行うスペース（上）
馬そりなどが展示された林業歴史資料室（下）

オープニングセレモニー
８月５日㈰　13時～

※�毎年恒例の木工教室「夏休みトンカチ広

場」も同日、林業多目的センターで行い

ます。

親子の木工体験（夏休みトンカチ広
場）や、高齢者を対象とした「生きが
い講座」での木工体験、花いっぱい
運動に連動した木製プランターな
どの製作作業場所として。

町内のさまざまな場所に分散保管
されている、林業に関わる歴史資
料（作業用具・馬そりなど）を集約し、
保存展示する。また、町内で生産さ
れる木材の見本も展示する。

森林組合や民間林業会社の労
働安全講習会や、雨天時の林業
技術研修の場として。また、自
治会や老人クラブなど、地域の
方の会議の場所としても。

林業従事者や高齢者の方の健
康増進教室や介護予防教室な
どの開催場所として。また、自
治会や老人クラブなどの皆さ
んの趣味や娯楽の場としても。

年次計画で消火資機材を順
次整備し、その保管場所と
して活用。山林に近い場所
への保管となるため、効率
的な予消防対処が可能に。

自治会や老人クラブの役
員会など、少人数利用に
対応した会議室として。

※�施設全体は、地域
の方や観光客の皆
さんの災害時避難
施設として活用。
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弾ける笑顔　　飛び散る汗　　湧き上がる歓声

　
６
月
９
日
か
ら
７
月
１
日
に
か
け

て
、
町
内
各
小
・
中
学
校
と
川
湯
保
育

園
、
奥
春
別
森
の
保
育
園
、
摩
周
丘
幼

稚
園
で
、
運
動
会
・
体
育
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ど
の
会
場
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
！
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、

体
育
館
で
の
開
催
や
、
日
程
を
変
更
し

て
の
開
催
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
な

ど
が
見
守
る
中
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果

を
発
揮
。各
会
場
と
も
、
熱
い
声
援
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

※�

お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
運
動
会
の
様
子
に
つ

い
て
は
、終
了
後
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

★運動会★

体育大会

６月９日㈯　川湯中学校（⑦・⑭）

６月10日㈰　弟子屈中学校（⑥・⑬）

６月16日㈯　和琴小学校（⑫）

６月17日㈰　川湯小学校（②）

　　　　　　美留和小学校（⑪）

　　　　　　奥春別小学校（④）

　　　　　　昭栄小学校（⑩）

　　　　　　川湯保育園（⑧）

　　　　　　奥春別森の保育園（⑮）

６月24日㈰　弟子屈小学校（③・⑤）

７月１日㈰　摩周丘幼稚園（①・⑨）

①②③

④⑤

⑥⑦⑧

⑨

⑩⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

2425
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大切な家を守るお手伝い
住宅の簡易耐震診断・耐震改修費補助金
　既存住宅の耐震化の促進を図り、地震発生時の住宅の倒壊などによる被害を軽減することを目的に、住宅の簡易耐
震診断と耐震改修費用の助成を行っています。対象は、町内の既存住宅（居住用で昭和56年５月31日以前に着工され
た住宅）です。

▼ �耐震診断／既存住宅の地震に対する安全性について、図面と申し込みされた方からの聞き取りによって診断しま
す。診断料は無料です。

▼ �耐震改修費の補助／耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断された既存住宅の耐震改修工事を行う方に対し、
その費用の一部を補助します。詳しい要件や手続き、補助額などについては、お問い合わせください。

▼申込期間／12月28日㈮まで。

住宅ローンの利子補給
　住宅建築や定住の促進、地域の振興を図ることを目的に、住宅の新築などを行うために金融機関から融資を受けた
方に対し、支払利子の一部を助成しています。対象は、町民の方や町外から移住されてくる方で、町内の業者を利用し
て住宅の新築・増築・改築・リフォームなどを行い、町の指定する金融機関から融資を受ける方です。
　自分の住宅を持ちたい、子どもが成長し手狭になってきた住宅を増築したい、老朽化してきた住宅をリフォームし
たいなど、さまざまなケースがあるかと思います。検討されている方がいらっしゃいましたら、お気軽にご相談くだ
さい。詳しい要件や手続き、補助額などについては、お問い合わせください。

住宅相談窓口
　下記のとおり「住宅相談窓口」を開設しています。
これから住宅を建てたい
現在お住まいの住宅建て替えやリフォームなどのアドバイス
住宅建築資金利子補給制度のご案内
など、有資格者がさまざまな相談に応じます。
　また、近年、悪質なリフォーム業者による被害が相次いでいると報道されています。大切な財産を守るため、また被
害に遭わないためにも、ぜひ住宅相談窓口をご利用ください。

▼受付時間／８時45分～17時30分（土・日曜日、祝日を除く）

▼開設場所／役場庁舎　中２階　住宅相談室
※建築担当者が不在の場合もありますので、事前に電話などでご連絡ください。日程の調整を図り、対応します。

問い合わせ先／役場建設課建設係・都市計画建築指導係☎４８２‐２９４１（課直通）

タイヤロックによる自動車の差し押さえを行います

水質基準値 備　考検 査 項 目 測定結果単位
検出されないことアルキル水銀　 不検出ｍｇ/Ｌ
0.0005以下総水銀 0.0005未満　ｍｇ/Ｌ2
0.01以下カドミウム 0.001未満ｍｇ/Ｌ3
0.01以下鉛 0.002ｍｇ/Ｌ4
0.05以下六価クロム　 0.005未満　ｍｇ/Ｌ5
0.01以下ヒ素 0.003ｍｇ/Ｌ6

検出されないこと全シアン 不検出ｍｇ/Ｌ7
0.01以下セレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ8
0.03以下トリクロロエチレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ9
0.01以下テトラクロロエチレン 0.0005未満ｍｇ/Ｌ10
0.02以下ジクロロメタン 0.002未満ｍｇ/Ｌ11
0.002以下四塩化炭素　 0.0002未満ｍｇ/Ｌ12
0.004以下1,2-ジクロロエタン 0.0004未満ｍｇ/Ｌ13
0.02以下1,1-ジクロロエチレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ14
0.04以下シス-1,2-ジクロロエチレン 0.004未満ｍｇ/Ｌ15
１以下1,1,1-トリクロロエタン 0.001未満ｍｇ/Ｌ16
0.006以下1,1,2-トリクロロエタン 0.0006未満ｍｇ/Ｌ17
0.002以下1,3-ジクロロプロペン 0.0002未満ｍｇ/Ｌ18
0.01以下ベンゼン 0.001未満ｍｇ/Ｌ19

検出されないことポリ塩化ビフェニル　 不検出ｍｇ/Ｌ20
0.006以下チウラム 0.0006未満ｍｇ/Ｌ21
0.003以下シマジン 0.0003未満ｍｇ/Ｌ22
0.02以下チオベンカルブ 0.002未満ｍｇ/Ｌ23
１以下ダイオキシン類 0.36pg-ＴＥＱ24

揮発性有機
化　合　物

重金属類など

1

農 薬 な ど問い合わせ先
役場町民課衛生係

☎４８２‐２９３４（課直通）

　美留和一般廃棄物処理場では、
有害項目の水質検査（第１回目）を
実施しましたので、その結果を
お知らせします。
　検査結果は法定基準値以内で
あり、異常はありませんでした。
　水質検査は年２回実施します
ので、次回についても検査終了
後、広報紙でお知らせします。

地下水の水質検査結果

美留和
処理場 水質検査結果のお知らせ

　ごみを収集する際、分別に誤りがあった

り、分別が不十分だったりした場合には、

黄色いシールをごみ袋に貼り、収集を行い

ません。シールには収集できなかった理由

が書いてあり、該当する理由にチェックマ

ークが付けられます。ご確認の上、再度分

別を行ってください。

　再分別後、シールははがさずに、分別し

た旨チェックマークを付けてください。ご

み袋をもう一度使用することができます。

�問い合わせ先／役場町民課衛生係☎４８２‐２９３４（課直通）

　ごみ箱から悪臭がし

ないよう、収集されなか

ったごみ袋や、こぼれ落

ちたごみなどを放置せ

ず、清潔に使用するよう

心掛けましょう。

もう一度確認！
ごみを出すときのルールとマナー

ごみ箱は清潔に

きちんと分別

飼い犬には狂犬病の
予防注射を！

狂犬病予防法に違反すると、罰金を科せら
れる場合があります。

▼犬の登録先

　役場町民課衛生係☎４８２‐２９３４（課直通）

▼予防注射実施先

釧路地区農業共済組合弟子屈支所☎４８２‐２５７１

三城家畜病院☎４８２‐２９５５

　狂犬病予防法により、

次のことが義務付けら

れています！

�お住まいの市区町村

に飼い犬を登録する

こと。

�飼い犬に年１回の予

防注射を受けさせる

こと。

※�違反すると20万円以下の

罰金の対象になります。

　  　ま も っ て ね

き
れ
い
に
つ
か
っ
て
く
れ
て

う
れ
し
い
で
す

９月以降

　町では、再三の催告に応じない方や、支払う資力があるのに納税しな
い滞納者に対し、預貯金や給料、生命保険の差し押さえを行っています。
　加えて今後は、新たに導入した「タイヤロック（車輪止め）」（右写真）を
使用し、普通自動車や軽自動車、オートバイなどの差し押さえを行いま
す。差し押さえた自動車などは公売などに出品し、売却代金を町税に充
当します。

町税を滞納している方は
至急納付してください!!

※�タイヤロックとは、国税徴収法第71条により差し押さえた自動車などのホイールを専用装置で固定し、運行を不
可能にするものです。

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）
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摩周の里 夏まつり
摩周の里 夏まつりが７月14、15の両日、役場前駐車場で開催されました。

同実行委員会が主催したもので、今年で２回目。町民有志の皆さんが中心と

なって、多彩なイベントを企画しました。

14日はゲームやカラオケなどのイベントのほか、弟子屈小学校・弟子屈中学

校・弟子屈高校の吹奏楽、ＰＬバトントワラー弟子屈教室・摩周蝦夷太鼓保存

会の発表が行われました。

15日は恒例となった第17回全道摩周玉入れ選手権大会が行われ、熱戦が繰り

広げられました。

第51回弟高祭
第51回弟高祭が、７月14日から15日にかけて開催されました。

今年のテーマ「RE;Start」のもと、パレードや摩周の里夏まつりで

のアトラクション披露、各クラスごとに趣向を凝らしたホーム

ルームスペース、委員会や部活動の展示などが行われました。

な
つ
祭
り
い
ろ
い
ろ

28

弟子屈中学校吹奏楽部の演奏

勇ましい摩周蝦夷太鼓たくさんの観客を前に（弟子屈高校吹奏楽部）

友
達
と
の
出
店
め
ぐ
り
は

お
祭
り
の
一
番
の
楽
し
み

選手も観客も白熱する玉入れ大会 大人の部でも熱い戦い

みんなで決めポーズ 各クラスごとにテーマに沿って 町内をパレード

衣装やダンスにも工夫が

多くの観客に見守られて 心を一つに いざ本番！

一生懸命の中にも笑顔

関係者の前でプレゼンを行う生徒の皆さん
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今
、日
本
で
は
２
人
に
１
人
が
が

ん
に
か
か
り
、３
人
に
１
人
が
が
ん

の
た
め
に
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
怖
い
病
気
だ
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、早
め
に
見
つ
け

て
、治
療
す
れ
ば
決
し
て
怖
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、
が
ん

の
こ
と
を
知
ら
ず
に
、注
意
を
払
わ

な
い
方
が
ず
っ
と
怖
い
こ
と
で
す
。

日
本
人
の
が
ん
の
状
況

　

日
本
人
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
数

は
、２
０
１
０
年
は
男
性
が
女
性
の

１
・
５
倍
で
、
部
位
別
で
は
男
性
は

肺
が
ん
が
最
も
多
く
、次
い
で
胃
が

ん
、肝
臓
が
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
大
腸
が
ん
が
最
も
多
く
、

次
い
で
肺
が
ん
、胃
が
ん
で
し
た
。

　

全
体
で
は
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大

腸
が
ん
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

弟
子
屈
町
の
が
ん
の
状
況

　

弟
子
屈
町
で
は
、が
ん
は
死
因
の

今月の保健師

林　結花 さん

自
分
を
が
ん
か
ら
守
る
た
め
に

第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。部
位
別

で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
21
年
度
）

①
肺
・
気
管
支
／
７
人（
26
％
）

②
大
腸
が
ん
／
６
人（
22
％
）

③�

胃
が
ん
・
す
い
臓
が
ん
／
各
２
人

（
各
７
％
）

　

特
に
、大
腸
が
ん
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、
年
代
別
で
は
70

歳
以
上
が
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
か
ら
自
分
と
家
族
を
守

る
に
は

　

た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
、

脂
肪
や
塩
分
の
取
り
過
ぎ
が
、が
ん

の
要
因
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

が
ん
は
、初
期
の
段
階
に
な
る
ま

で
に
10
～
20
年
も
の
長
い
年
月
を

要
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、そ
の
長

い
間
の
悪
い
生
活
習
慣
や
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
重
な
る
こ
と
で
、ゆ
っ

く
り
と
育
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
た

め
、悪
い
生
活
習
慣
は
今
か
ら
少
し

ず
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
予
防

の
第
一
歩
で
す
。

　

そ
れ
で
も
が
ん
に
な
っ
た
と
き

の
た
め
に
、が
ん
検
診
で
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。な

川
かわ

崎
さき

　綾
りょう

太
た

 ちゃん 鈴
すず

木
き

　哲
てっ

平
ぺい

 ちゃん

河
かわ

上
かみ

　花
はる か

嘉 ちゃん 山
やま

本
もと

　愛
まな

実
み

 ちゃん 畑
はた

　愛
あい

菜
な

 ちゃん武
たけ

山
やま

　蒼
あお

翔
と

 ちゃん

野菜食べていますか？
お手軽野菜料理レシピ

メロンシャーベット
【材料】（２人分）

摩周メロン（メロン）　　　　1/6個分

　　　　　　　　　　　　　　（皮と種を取って100ｇ）

砂糖　　　　　　　　　　　６ｇ

水　　　　　　　　　　　　40㏄（大さじ２と1/2）

【作り方】

①�メロンは皮をむき、種を取って粗く切ってから、砂糖・

水と一緒にミキサーにかけて、よく混ぜる。

②�①を容器に入れて冷凍庫に入れ、時々かき混ぜながら

凍らせる。

③�出来上がったら、そのままでも、好みでコーンカップに

乗せていただく。

※イチゴやパイナップルでも同じように作れます。

野菜たっぷりスープ
【材料】（２～３人分）

ジャガイモ　　　　　　　　１個

玉ネギ　　　　　　　　　　１個

ニンジン　　　　　　　　　５㎝

ズッキーニ　　　　　　　　５㎝

生シイタケ　　　　　　　　２枚

キャベツ　　　　　　　　　２枚

小ネギ　　　　　　　　　　２～３本

ベーコン　　　　　　　　　２枚

水　　　　　　　　　　　　２～３カップ

鶏ガラスープの素　　　　　適量

　（コンソメでもよいです）

塩　　　　　　　　　　　　適量

こしょう　　　　　　　　　少々

【作り方】

①�皮をむいたジャガイモとニンジン、ズッキーニは５㎜

くらいのイチョウ切り、玉ネギとシイタケは薄切りに

する。キャベツは一口大、ベーコンは１㎝くらいの幅に

切る。小ネギは小口切りにする。

②�鍋で分量の水を沸かし、鶏ガラスープの素を入れ、小ネ

ギ以外の材料を入れて煮る。

③�ジャガイモに火が通ったら塩コショウで味を整え、器

に盛って小ネギを散らす。

※�インゲン豆やカボチャなど、他の野菜を入れてもおい

しく作れます。

※味付けにカレー粉を足してもおいしいです。

※具だくさんなので、野菜をたっぷり食べられます。

ブロッコリーのチーズ焼き
【材料】（２人分）

ブロッコリー　　　　　　　１株

ゆで用の塩　　　　　　　　適量

ツナ油漬け缶　　　　　　　小１缶（100ｇほど）

牛乳　　　　　　　　　　　1/2カップ

塩・こしょう　　　　　　　 少々

スライスチーズ　　　　　　２枚

パセリ　　　　　　　　　　少々

【作り方】

①�ブロッコリーは小房に分け、茎の部分は皮をむいて粗

いみじん切りにする。

②�①を塩を入れた湯で固めにゆで、ざるにあけて水気を

切る。

③ツナは油を切っておく。

④�耐熱容器２つにブロッコリーとツナを入れ、上から牛

乳をかけ、塩・こしょうを振り、チーズを乗せる。

⑤�④を180℃のオーブンで10～15分くらい、チーズに焼き

色が付くまで焼く。

⑥焼き上がった⑥に、みじん切りにしたパセリを乗せる。

調理実習のお知らせ

▼内容／ズッキーニのタルト・簡単野菜料理２品

▼日時／８月28日㈫　1０時～1３時ころ

▼場所／川湯ふるさと館

▼定員／１２人

▼参加費／３００円

▼持ち物／エプロン、三角巾

▼申し込み締め切り／８月23日㈭

❑�申し込み・問い合わせ先／役場保健福祉課健康推進係（栄

養士）☎４８２‐２９３５（課直通）、または役場農林課農

政係☎４８２‐２９３６（課直通）まで。

※�調理実習やレシピのことでご意見などありましたら、栄

養士までご連絡ください。

ぜ
な
ら
、初
期
の
う
ち
は
症
状
が
出

な
い
が
ん
が
多
い
か
ら
で
す
。

弟
子
屈
町
の
が
ん
検
診
の
効

果
は
？

　

毎
年
、春
と
秋
に
総
合
検
診
と
し

て
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
を

実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
乳
が
ん

子
宮
が
ん
検
診
も
秋（
釧
路
が
ん
検

診
セ
ン
タ
ー
）と
冬
に
実
施
し
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、ど
の
く
ら
い
の
が

ん
が
発
見
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
昨
年
度
１
年
間
で
は
、胃
が

ん
１
人
、
大
腸
が
ん
２
人
、
乳
が
ん

３
人
と
、合
計
６
人
に
が
ん
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、
何
と
５

人（
83
％
）が
初
め
て
の
受
診
で
し
た
。

昨
年
度
に
限
ら
ず
、初
め
て
検
診
を

受
け
て
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
は
、

毎
年
必
ず
い
ま
す
。

　

が
ん
に
は
自
分
は
な
ら
な
い
と

思
う
方
が
多
い
の
で
す
が
、そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
は
、い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。自
分
や
家
族
を
守
る
た

め
に
、ま
ず
自
分
が
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
保
健
福

祉
課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

計画停電に備えましょう
　この夏（９月14日㈮までの平日）、一昨年度比マイナス７％

の節電にご協力いただいていますが、電気の需給がひっ迫

した場合、計画停電に踏み切ることも想定されています。

　節電に取り組むと同時に、計画停電実施に備えて注意点

を確認しておきましょう。△ �

計画停電グループを確認／計画停電を実施する場合、前

日と当日にお知らせされます。電力会社からのお知らせ

などで、あらかじめ計画停電グループを確認しておきま

しょう。△ �

停電時の対応を想定／計画停電は２時間程度とされてい

ますが、その間、電化製品は使用できません。また、通信関

連やライフラインに影響が出たり、道路では信号機が消

えたりすることも考えられます。停電時、どのように対処

するかを、前もって考えておきましょう。

❑�問い合わせ先／役場企画財政課環境室環境政策係

　　　　　　　　☎４８２‐２９１３（課直通）まで。
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詩
と
評
論
の
雑
誌「
至
上
律
」は
、次
の

よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

▼�

第
１
次
／
詩
誌「
港
街
」を
１
９
２
８

（
昭
和
３
）年
２
月
、
４
集
で
休
刊
し
、

そ
の
号
数
を
継
承
し
て
同
年
７
月
に

５
集
か
ら
発
行
。１
９
２
９（
昭
和
４
）

年
11
月
の
第
12
集
で
廃
刊
。

▼�

第
２
次
／
１
９
４
７（
昭
和
22
）年
７
月
、

　

青
磁
社
か
ら
第
１
集
を
発
行
し
、
１

　

�

９
４
９（
昭
和
24
）年
２
月
、第
７
集
を

発
行
。戦
時
中
か
ら
札
幌
で
出
版
事

業
を
し
て
い
て「
至
上
律
」の
発
行
元
で

あ
っ
た
青
磁
社
が
、
戦
後
の
出
版
状

況
の
好
転
か
ら
東
京
へ
移
転
。誌
名
を

「
ポ
エ
ジ
イ
」に
し
、号
数
を
継
承
し
て

８
集
と
し
て
１
９
５
１（
昭
和
26
）年
２

月
発
行
。

▼�

第
３
次
／
１
９
５
１
年
10
月「
至
上
律

Ⅸ
」を
復
刊
。資
金
不
足
か
ら
１
９
５

　

�

３（
昭
和
28
）年
８
月「
至
上
律
Ⅻ
」で
廃

刊
。

　
「
ポ
エ
ジ
イ
」の
編
集
と
併
せ
て
１
９

５
１
年
の
年
の
初
め
、
東
京
在
住
の「
至

上
律
」編
集
委
員
が
集
ま
り
、
新
た
な
編

集
内
容
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

「
ポ
エ
ジ
イ
」の
編
集
後
書
き
で
真
壁
仁

は「
日
本
の
現
代
詩
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

を
き
ず
こ
う
と
し
て
…
出
発
し
た
。…

諸
般
の
情
勢
は
本
誌
に
脱
皮
と
飛
躍
の

必
要
を
せ
ま
っ
て
き
た
。…
本
誌
は
第

二
期
活
動
に
転
進
し
よ
う
と
い
う
深
い

決
意
か
ら
編
ま
れ
…
。」と
し
、
新
た
な

「
至
上
律
」は「
さ
ら
に
活
発
に
詩
人
の
社

会
的
な
活
動
展
開
に
主
動
力
と
な
っ
て

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。何
よ
り
も

日
本
の
現
代
詩
の
権
威
あ
る
指
標
を
き

ず
く
た
め
の
使
命
を
達
し
た
い
…
」と
編

集
方
針
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
至
上
律（
第
三
次
）」は
、
出
版
社
の
援

助
は
得
ら
れ
ず
、
詩
人
た
ち
の
独
力
で

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。季

刊（
年
４
冊
／
定
価
１
冊
１
０
０
円
で
、季

刊
分
４
０
０
円
を
３
０
０
円
で
募
集
）を

予
定
し
て
出
版
し
ま
し
た
。代
金
１
年

分
を
前
納
し
た
人
を
会
員
と
し
、
会
員

で
無
名
の
人
で
も
優
れ
た
作
品
で
あ
れ

ば
誌
面
に
掲
載
す
る
、
と
い
う
広
告
を

載
せ
、
会
員
拡
大
に
努
力
を
し
て
い
ま

す
。し
か
も「
至
上
律
」に
掲
載
す
る
作
品

や
評
論
の
原
稿
料
は
、
無
償
で
協
力
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
赤
字

で
発
行
は
遅
れ
、
印
刷
屋
の
採
算
を
度

外
視
し
た
協
力
で
出
版
を
続
け
る
状
態

だ
っ
た
の
で
し
た
。

　
「
至
上
律
」と
い
う
誌
名
は
創
刊（
第
一

次
）し
た
と
き
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
詩
人
ヴ

ェ
ル
ハ
ー
ラ
ン
の
詩
集
か
ら
高
村
光
太

郎
が
命
名
し
た
の
で
す
が
、
更
科
が
こ

の
誌
名
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
ヴ
ェ
ル

ハ
ー
ラ
ン
の
作
品
の
底
辺
に
流
れ
て
い

る
人
間
を
賛
美
す
る
人
間
主
義
、
博
愛

主
義
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

「ポエジイ」から「至上律（第３次）」

●更科源藏資料紹介

第
88
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

新 刊 案 内

多くの「薬」は「毒」
である。私たちは
この「毒」でもある
ものに、あまりに
多くのお金を使い、
その被害に遭って
いる―。薬を監視
し続けてきた医師
が医療業界の間違
った“常識”を打ち
破る１冊。

「
極
貧
！
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
」

黒
野　

伸
一
／
著

「
カ
ド
が
立
た
な
い
断
り
メ
ー
ル
・
謝
り
メ
ー
ル
」

木
山　

泰
嗣
／
著

「
麹
の
お
つ
ま
み
」

お
の　

み
さ
／
著

「
こ
れ
が
好
き
！
ニ
ッ
ポ
ン
の
歌
」

ニ
ッ
ポ
ン
の
歌
編
集
部
／
編

「
屋
山
太
郎
が
読
み
解
く
橋
本
改
革
」

屋
山　

太
郎
／
著

「
ド
レ
ス
を
着
た
男
子
」

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
リ
ア
ム
ズ
／
著

「
い
つ
も
の
下
着
＆
な
で
る
ケ
ア
で

美
ラ
イ
ン
に
な
る
！
」

か
な
つ
久
美
／
著

「
冥
王
星
を
殺
し
た
の
は
私
で
す
」

マ
イ
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
著

「
怖
い
女
」

ゴ
マ
ブ
ッ
子
／
著

「
イ
エ
ナ
カ
菜
園

室
内
で
は
じ
め
る
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

鈴
木
あ
さ
み
／
著

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

浜　六郎／著

☆
特
集
展
示
①

　『�

み
ん
な
の
夏
休
み
　
お
す
す
め

本
２
０
１
２
』

　
「
平
成
24
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た
め

の
２
０
０
冊
」の
中
か
ら
、図
書
館
所
蔵
の
図

書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
夏
の
読
書
や
読

書
感
想
文
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈮
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆
特
集
展
示
②

　『
イ
ギ
リ
ス
』

　

８
月
12
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
み
、
イ
ギ
リ
ス

に
関
す
る
図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。こ
の

機
会
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
歴
史
や
魅

力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈮
ま
で

▼
場
所
／
図
書
館
内

※�

お
盆
の
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

新版　のんではいけない薬
必要な薬と不要な薬

「ポエジイ」に改題
至上律（第２次）の号数を引き継いで８集としている

至上律（第３次）９集～11集
（12集未所蔵）

　毎年恒例となった「子どもフェスティバル」を、９月に開
催します。
　今年も、北海道教育大学釧路校の先生と学生の皆さんが
遊びに来てくれることになりました。
　子どもたちはもちろん、お父さんやお母さんも一緒に楽
しみませんか？皆さんのご来場をお待ちしています！

▼日時／９月１日㈯　10時〜14時

▼場所／町公民館

▼内容
�折り紙＆ペーパークラフト　伝承遊び
手作りおやつ　　　　　　　ネイチャークラフト
乳幼児コーナー　　　　　　その他楽しい遊びなど
北海道教育大学釧路校によるコーナー
歯ピカ表彰式（13:30〜）
　※�対象者の方には、事前に保健福祉課健康推進係から事前にご案内します。
　当日は、ワゴン車での送迎を行います。（事前の申し込みが必要です）
　乗車希望の方は、乗車時間や停留所などを子どもフェスティバル実行委員
会にお問い合わせください。

 みんな集まれ！

楽しいイベントがいっぱいだよ！

問い合わせ先／弟子屈町子どもフェスティバル実行委員会☎４８２‐５６６７（役場子ども未来課子育て推進係）

１日遊んでいく方は、お弁当を持っ

てきてくださいね。冷

たい麦茶（無料）は用意

してあります。

昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
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弟
子
屈
中
学
校
・
川
湯
中
学
校

　

弟
子
屈
中
学
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

陸
上
競
技
、
川
湯
中
学
校
の
水
泳
競
技
の

23
名
が
、
そ
ろ
っ
て
北
海
道
中
学
校
体
育

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。大
会
は

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
８
月
３
日
～
５
日
に

北
見
市
で
行
わ
れ
ま
す
。陸
上
競
技
は
７

月
27
日
～
29
日
に
旭
川
市
、
水
泳
競
技
が

同
日
程
で
札
幌
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
／
上
西
大
地
、

藤
江
弥
生
、
佐

藤
美
咲
、
杉
山

明
日
香
、
辻
早

織
、太
田
那
菜
、

桐
木
頼
子（
以
上

３
年
）、星
川
海

斗
、
青
木
美
依

奈
、
布
施
な
つ

み（
以
上
２
年
）

▽�

陸
上
競
技
／
濱

岡
浩
平
、
西
田

健
修（
以
上
３

年
）、
岡
林
輝
、

佐
藤
颯
斗
、
西

田
千
種
、渡
辺
正
太
郎（
以
上
２
年
）、小

澤
寧
々
、小
家
山
春
、須
崎
理
子
、野
村

夢
叶
、
向
ひ
よ

り
、
山
崎
美
玖

（
以
上
１
年
）

▽�

水
泳
競
技
／
濱

岡
日
菜（
２
年
）

全道中体連に出場！

弟
子
屈
Ｒ
Ｃ
少
年
団

　

６
月
９
日
に
行
わ
れ

た
第
30
回
北
海
道
小
学

生
陸
上
競
技
釧
路
地
方

予
選
会
で
、
弟
子
屈
Ｒ

Ｃ
少
年
団（
弟
子
屈
小
学

校
）の
10
人
が
好
成
績
を

収
め
、
７
月
15
日
か
ら

千
歳
市
で
行
わ
れ
た
第
30
回
北
海
道
小

学
生
陸
上
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
濱
岡
凌
平
／
６
年
男
子
１
０
０
㍍
・
予

選
敗
退
▽
敦
澤
賢
太
／
６
年
男
子
80
㍍

ハ
ー
ド
ル
・
予
選
敗
退
▽
小
泉
七
海
／
６

年
女
子
80
㍍
ハ
ー
ド
ル・
予
選
敗
退
、６
年

女
子
ボ
ー
ル
投
げ
・
予
選
敗
退
▽
番
場
美

祐
／
６
年
女
子
８
０
０
㍍
・
予
選
敗
退
▽

松
田
瑠
衣
／
５
年
女
子
１
０
０
㍍
・
予
選

敗
退
、
５
年
女
子
走
り
高
跳
び
・
予
選
敗

退
▽
今
川
愛
葉
／
５
年
女
子
走
り
幅
跳

び
・
予
選
敗
退
▽
小
杉
山
遥
月
／
５
年
女

子
走
り
高
跳
び
・
予
選
敗
退
▽
太
田
愛
菜

／
４
年
走
り
幅
跳
び
・
予
選
敗
退
、
４
年

女
子
ボ
ー
ル
投
げ
・
予
選
敗
退
▽
５
年
女

子
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
／
松
田
瑠
衣
、

青
木
里
李
香
、今
川
愛
葉
、田
中
琴
音
、小

杉
山
遥
月
・
予
選
敗
退

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

▼�

第
65
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会（
６
月
18
日
か
ら
帯
広
市
）

▽
男
子
１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
／
小
山

内
隼
人（
弟
子
屈
高
２
年
）予
選
敗
退
▽

男
子
棒
高
跳
び
／
金
川
竜
佑（
同
）予
選

敗
退
▽
女
子
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
／

宮
﨑
麻
衣（
同
３
年
）予
選
敗
退
▽
女
子

や
り
投
げ
／
堀
内
美
里（
同
）予
選
敗
退

▼�

第
52
回
北
海
道
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会（
６
月
13
日
か
ら
釧
路
市
）▽

女
子
団
体
／
２
回
戦
敗
退
▽
女
子
ダ

ブ
ル
ス
／
豊
島
あ
り
す（
弟
子
屈
高
２

年
）・ 

阪
口
あ
い
か（
同
１
年
）ペ
ア
・
２
回

戦
敗
退
、
藤
江
葉
月
・
坂
東
糸
ペ
ア（
以

上
同
２
年
）１
回
戦
敗
退
、
佐
藤
あ
ゆ

み
・
金
澤
映
実
ペ
ア（
以
上
同
３
年
）１
回

戦
敗
退
▽
男
子
シ
ン
グ
ル
／
佐
々
木

亮（
同
）２
回
戦
敗
退
▽
女
子
シ
ン
グ
ル

／
佐
藤
あ
ゆ
み
、
金
澤
映
実
・
１
回
戦

敗
退

①スポーツ体験教室

▼�日時／８月17日㈮　９時30分～11時30分

▼場所／弟子屈小学校

※雨天時は弟子屈小学校体育館

▼ �内容／走り方、ストレッチング指導、ほか

▼ �講師／中央大学陸上部　浦田監督（バルセ

ロナオリンピック１万メートル日本代表）、

選手ほか

▼ �対象／町民の方、スポーツ団体の指導者・

選手

▼受講料／無料

▼申し込み締め切り／８月10日㈮

②ニュースポーツ教室

▼�日時／９月４日㈫　19時～20時45分

▼場所／弟子屈小学校体育館

▼内容／体力測定・ミニテニス・タグラグビー

▼ �対象／町民の方

▼申し込み締め切り／８月31日㈮

※�普段運動をしていない方でも気軽に楽し

めます。

※�運動に適した服装で上靴を用意してくだ

さい。

❑�申し込み・問い合わせ先／①②ともに、教

育委員会社会教育課体育振興係☎４８２

‐２９４８（課直通）まで。

　

三
大
流
星
群
の
一
つ
で
あ
る
ペ
ル
セ

ウ
ス
座
流
星
群
。年
間
で
も
常
に
１
、２
を

争
う
流
星
数
を
誇
り
ま
す
。

　

今
年
は
８
月
12
日
の
深
夜
に
か
け
て

最
も
多
く
観
察
で
き
、
条
件
の
良
い
と
き

に
は
１
時
間
あ
た
り
60
個
以
上
の
流
星

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

流
星
が
活
発
に
出
現
す
る
様
子
を
一

緒
に
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

日
時
／
８
月
12
日
㈰　

23
時
20
分
～

24
時

▼�

場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
裏

（
多
目
的
広
場
）

▼�

解
説
者
／
弟
子
屈
高
校

　
　
　
　
　
　

校
長　

宮
嶋 

衛
次　

氏

※�

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。当

日
、現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
曇
天
、雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

❑�

当
日
の
問
い
合
わ
せ
先
／
☎
０
９
０
‐

２
０
５
３
‐
４
２
５
５
ま
で
。

弟
子
屈
高
校
・
公
民
館
連
携
講
座

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
察
会

　
「
手
編
み
サ
ー
ク
ル
展
」

が
６
月
26
日
～
７
月
10
日
、

「
會
田
貞
次
写
真
展
」が
７
月

13
日
～
27
日
に
、
公
民
館
ロ

ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
編
み
サ
ー
ク
ル
展
で

は
、
ベ
ス
ト
や
セ
ー
タ
ー
、

カ
ー
デ
ガ
ン
、帽
子
、シ
ョ
ー

ル
、ス
ト
ー
ル
な
ど
、29
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。１
つ

１
つ
の
作
品
に
合
っ
た
編
み
方
や
色
使

い
が
、
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

會
田
貞
次
写
真
展
で
は
、
31
作
品
を
展

示
。道
東
の
自
然
や
動
物
た
ち
の
愛
ら
し

い
表
情
な
ど
、
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た

　

８
月
１
日
～
20
日
は
「
レ
ー
ス
編
み
小

物
展
」、
22
日
～
26
日
は「
釧
根『
絵
手
紙
』

移
動
展
」を
開
催
し
ま
す
。

※�

ロ
ビ
ー
展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

絵
画
や
写
真
、
手
芸
、
書
道
な
ど
を
出

展
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に

弟
子
屈
町

公
民
館
☎

４
８
２
‐

２
３
４
０

ま
で
、
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

一度足を運んでみませんか

公民館ロビー展

弟子屈中学校陸上競技 弟子屈中学校ソフトテニス部川湯中学校の濱岡日菜さん

全道大会出場メンバー

▼�
第
65
回
北
海
道
高
等
学
校
選
手
権
水

泳
競
技（
競
泳
）大
会（
７
月
６
日
か
ら
函

館
市
）▽
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
／

髙
田
穂
乃
香（
弟
子
屈
高
１
年
）予
選
敗

退
▽
50
㍍
・
１
０
０
㍍
自
由
形
／
濱
岡

春
菜（
同
）予
選
敗
退

▼�

南
部
忠
平
記
念
陸
上
競
技
大
会（
７
月

８
日
か
ら
札
幌
市
）▽
小
学
男
子
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
／
濱
岡
凌
平（
弟
子

屈
小
６
年
）第
８
位
▽
小
学
女
子
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
／
松
田
瑠
衣（
同
５

年
）第
８
位
▽
中
学
男
子
４
×
１
０
０

㍍
リ
レ
ー
／
濱
岡
浩
平・西
田
健
修（
以

上
弟
子
屈
中
３
年
）第
５
位
▽
中
学
女

子
１
千
５
０
０
㍍
／
山
崎
美
玖（
同
１

年
）第
６
位
▽
中
学
女
子
４
×
１
０
０

㍍
リ
レ
ー
／
須
崎
理
子（
同
）・
西
田
千

　

種（
同
２
年
）予
選
敗
退

▼�

第
45
回
全
日
本
シ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
大
会（
７
月
６
日
か
ら
大
阪
市
）

野
田
彰
・
個
人
戦
75
位
、チ
ー
ム
戦
55
位

第10回摩周の里
サイクリング

▼ �期日／９月９日㈰ 

▼ �場所／摩周観光文化
センター第２駐車場

▼ �対象／どなたでも参
加できますが、小学
校２年生以下は保護
者同伴

❑�申し込み・問い合わ
せ先／摩周サイクリ
ング協会事務局佐々
木☎０９０‐１６４
　８‐９６３９まで。

　
「
金
沢
少
年
少
女
合
唱
団

て
し
か
が
演
奏
会
」を
開
催

し
ま
す
。

　

同
合
唱
団
は
、横
浜
市
金

沢
区
で
小
学
生
か
ら
大
学

生
ま
で
が
在
団
し
、結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
昨
年
、

結
成
40
周
年
を
迎
え
た
歴

史
の
あ
る
合
唱
団
で
す
。

　

演
奏
会
で
は
、
無
伴
奏
に
よ
る
わ
ら
べ

歌
や
卒
団
生
に
よ
る
独
唱
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼�

主
催
／
横
浜
市
金
沢
少
年
少
女
合
唱

団
と
交
流
す
る
て
し
か
が
の
会

▼�

日
時
／
８
月
21
日
㈫　

開
場
13
時
30

分　

開
演
14
時

▼
場
所
／
弟
子
屈
中
学
校
体
育
館

▼
入
場
料
／
無
料

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直

通
）ま
で
。

公民館講座

「摩周焼陶芸」
参加者募集しています

　自分だけのオリジナル作品を作っ

てみませんか。

▼日時／９月３日㈪　19時～21時

▼場所／公民館講堂

▼講師／摩周焼窯元　陶芸家

　　　　　森　雅子氏

▼受講料／1,000円（教材費）

▼持ち物／エプロン・タオル

▼作品／自由

　　　　（カップ・皿・茶わんなど）

▼募集定員／制限なし

▼申込締切日／８月27日㈪

❑�申し込み・問い合わせ先／弟子屈

町公民館☎４８２‐２３４０まで。

「
生
き
が
い
講
座
」で
学
ん
で
い
ま
す

　

７
月
18
日

の
弟
子
屈
学

級
は「
近
隣

町
村
を
学
ぼ

う
！
」で
、標

津
、
中
標
津

方
面
へ
行
き
、

施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

標
津
サ
ー
モ

ン
科
学
館
で

は
、
サ
ケ
の

文
化
に
触
れ

な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
魚
を
見
学
し
た
り
、
チ
ョ
ウ
ザ

メ
の
指
パ
ク
体
験
な
ど
、
実
際
に
魚
に
触

れ
る
な
ど
し
な
が
ら
見
学
。中
標
津
町
郷

土
館
で
は
、
こ
の
地
方
の
文
化
を
学
ん
だ

ほ
か
、
昔
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
道
具

な
ど
を
見
学
し
、
懐
か
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
の
川
湯
学
級
は
、合
唱「
声
高

ら
か
に
！
」。歌
遊
び
や
手
遊
び
で
音
楽

に
親
し
み
を
持
ち「
小
さ
い
秋
み
つ
け
た
」

「
ふ
る
さ
と
」「
青
い
山
脈
」な
ど
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
合
わ
せ
な
が
ら
楽
し
く
歌
い
ま

し
た
。

▼
８
月
の
生
き
が
い
講
座

　

�
弟
子
屈
学
級
・
川
湯
学
級
合
同
室
内
小

運
動
会「
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
親
睦
を

図
ろ
う
」

　

８
月
８
日
㈬
・
川
湯
青
少
年
会
館

中標津町郷土資料館を見学（弟子屈学級）

公民館ロビーで行われた會田貞次写真展
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㈱
協
和
建
設（
高
橋
政
廣
代
表
取
締
役
）

の
皆
さ
ん
が
５
月
25
日
、
屈
斜
路
湖
岸
の

ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
６
人

が
参
加
。池
の
湯
近
く
の
湖
岸
沿
い
約

３
０
０
㍍
に
わ
た
っ
て
、
ご
み
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
は
、明
盛
建
設
㈱（
藤
田
文

明
代
表
取
締
役
）の
皆
さ
ん
が

別
川
河
川

敷
と
道
路
沿
い
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。社
内
安
全
大
会
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
10
年
以
上
に

な
り
ま
す
。釧
路
建
設
管
理
部
弟
子
屈
出

張
所
の
皆
さ
ん
も
加
わ
り
約
40
人
が
、
上

流
へ
向
か
う
ル
ー
ト
と
下
流
に
向
か
う
ル

ー
ト
の
二
手
に
分
か
れ
て
、火
ば
さ
み
と
袋

を
手
に
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、近
藤
建
設
㈱（
近
藤
明
代
表
取
締

役
）、
㈱
ホ
ク
セ
イ（
桐
木
茂
雄
代
表
取
締

役
）、㈲
畑
中
産
業（
畑
中
博
代
表
取
締
役
）、

㈱
熊
谷
工
務
店（
熊
谷
和
則
代
表
取
締
役
）

の
皆
さ
ん
が
、
木
製
の
プ
ラ
ン
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
作
製
し
、町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。町

が
実
施
す
る

花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
賛
同

し
た
も
の
で
、

各
社
20
個
ず

つ
作
製
。国
道

や
摩
周
大
橋

の
歩
道
に
飾

ら
れ
、観
光
客

を
お
迎
え
し

て
い
ま
す
。

町の話題

町の話題

地域の役に立ちたい
企業による社会貢献活動

地域を花でいっぱいに
各地で環境美化活動

　

弟
子
屈
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
会

（
会
長・筒
井
貴
文
商
工
会
青
年
部
長
）な
ど

の
皆
さ
ん
が
６
月
16
日
、
国
道
２
４
３
号

沿
い
鈴
蘭
地
区
交
差
点
付
近
で
、
花
壇
の

整
備
と
植
栽
作
業
を
行
う「
弟
子
屈
町
花

い
っ
ぱ
い
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」事
業
を
行

い
ま
し
た
。商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
、
２
０
０
５
年

か
ら
同
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
日

は
花
苗
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。10
月
ま

で
の
毎
月
１
回
、
除
草
や
清
掃
な
ど
も
行

い
ま
す
。

　

７
月
８
日
に
は
、
日
の
出
自
治
会
の
皆

さ
ん
が
、
国
道
３
９
１
号
か
ら
摩
周
駅
前

に
向
か
う
交
差
点
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
花
壇

の
除
草
や
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。６
月
17

日
に
植
栽
を
行
っ
た
花
壇
の
環
境
整
備
を

行
っ
た
も
の
で
、18
人
が
参
加
。汗
ば
む
陽

気
の
中
、
手
分
け
し
て
丁
寧
に
作
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会（
会
長・德
永
町

長
）が
行
う
、
弟
子
屈
２
ｄ
ａ

ｙ
ｓ
え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

が
、今
年
も
７
月
14
日
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、

観
光
交
通
実
証
運
行
と
し
て

２
０
０
９
年
に
開
始
。こ
れ
ま

で
の
実
績
を
踏
ま
え
、今
年
度

か
ら
町
単
独
事
業
と
し
て
本

格
運
行
し
ま
す
。え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
は
大
人
１
千
５
０
０

円
、子
ど
も（
小
学
生
）５
０
０

円
で
、
Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
の
摩
周
～
美
留
和

～
川
湯
温
泉
間
、町
内
路
線
バ
ス
、摩
周
湖

バ
ス
、屈
斜
路
バ
ス
、期
間
限
定
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
が
２
日
間
乗
り
放
題（
乗
り
降

り
自
由
）と
い
う
も
の
。公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
た
環
境
に
優
し
い
旅
の
提
案
と
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。昨
年
は
約
２
千
２
５
０
人
の
方
に
利

用
い
た
だ
き
、好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
10
月
８
日
㈪
ま
で
え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
の
販
売
を
行
い
ま
す
。え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
は
、Ｊ
Ｒ
摩
周
・

川
湯
温
泉
両
駅
内
の
え

こ
パ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
㈱
ツ
ー
リ
ズ

ム
て
し
か
が（
川
湯
温
泉

１
）で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

町の話題

町の話題

近い将来検討したい
移住体験ツアー

　

町
で
は
、
７
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

３
日
間
の
日
程
で「
涼
夏
！
ひ
が
し
北
海

道
移
住
体
験
ツ
ア
ー
in
て
し
か
が
」を
実

施
し
ま
し
た
。北
海
道
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
方
に
町
内
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
13

回
目
。関
東
、
関
西
、
道
内
か
ら
４
組
７
人

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
医
療
施
設
見
学
と
し
て
摩
周
厚

生
病
院
を
訪
問
。担
当
者
の
案
内
の
も
と
施

設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。ま
た
、物
価
の
確

認
の
た
め
に
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
移
住
を
希
望
す
る
方
や
実

際
に
移
住
さ
れ
た
方
が
多
い
屈
斜
路
・
コ

タ
ン
・
南
弟
子
屈
地
区
を
見
学
し
た
ほ

か
、先
輩
移
住
者
の
お
宅
を
訪
問
。北
海
道

で
の
生
活
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。ま
た
、

ガ
イ
ド
同
行
の
下
カ
ヌ
ー
体
験
も
行
い
、

弟
子
屈
の
大
自
然
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、美
留
和
・
弟
子
屈
原
野
の
移

住
地
を
見
学
し
た
ほ
か
、
同
地
区
に
移
住

さ
れ
た
方
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。先

輩
移
住
者
か
ら
は
、
移
住
後
の
暮
ら
し
や

移
住
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
先
輩
移
住
者
が
ツ
ア
ー
に
同
行

し
、
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
効
率
よ
く
移
住

地
を
見
学
で
き
た
」「
先
輩
移
住
者
の
お
宅

訪
問
が
参
考
に
な
っ
た
」「
弟
子
屈
の
良
さ

を
再
確
認
で
き
、
移
住
へ
の
思
い
が
募
っ

た
」と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ＪＲ摩周駅前から摩周湖に向かう摩周湖バス

先輩移住者のお宅を訪問

えこパスポートで
環境に優しい旅を
観光交通の本格運行がスタート

日の出自治会の皆さんによる花壇整備

北国での暮らしや住宅について先輩移住者がアドバイス 花いっぱい運動推進会などによる鈴蘭交差点付近の花壇整備

ごみ拾いを行う明盛建設の皆さん

道行く皆さんの目を楽しませるプランターボックス

屈斜路湖岸のごみを集める協和建設の皆さん

ＪＲ川湯温泉前から出発する屈斜路バス37
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

企画財政課企画係　☎４８２-２９１３（課直通）

　町内小・中学生対象の
自然体験活動「もりのパ
レット探検隊」（川湯エ
コミュージアムセンタ
ー主催）の第２回目が７
月１日に行われ、小学生
20人が参加しました。

　今回のテーマは「マイ箸作りに挑戦だ！」。まずは川湯の森
を歩き、箸作りに使えそうな樹木の特徴や名前などを調査。
堅さや重さ、匂いを感じるために、マサカリを使ってまき割
りもしました。箸作りは７種類の中から自分で好みの樹種
を選んでスタート。注意深く彫刻刀を動かしながら、真剣な
表情で取り組んでいました。

マイ箸作りに挑戦だ！

小・中学生向け体験活動「もりのパレット探検隊」

　町特産品加工セン
ターが６月29日、摩
周観光文化センター
隣接地にオープンし、
同日オープン式が行
われました。
　同センターは、昨

年７月の道の駅「摩周温泉」リニューアルオープンを受け、地
元農産物や山菜などを漬物に加工、販売したいとの要望が
あったことから開設されたものです。開設に先駆け６月17
日には、公募で集まった70歳以上の10人で漬物製造販売組
織「ばぁば加工センター」（石原くに代表）を設立。地場産や野
菜などの漬物を作り、道の駅で販売していきます。

６月29日

地場産品の漬物で観光客を迎えたい

特産品加工センターがオープン

　おひさま・川湯
両保育園（清水節
子園長）の年長児
が６月27日、釧路
川の川下りを体
験しました。
　地域の子ども

たちに、ボランティアで環境教育プログラムを提供してい
る屈斜路ガイドステーションわっか（木名瀬裕代表）の主催で、
毎年行っています。ガイドが同乗したネイチャーボート４
艇に28人の園児が分乗。好天のもと、水の感触を楽しみ、魚
や水鳥を長めながら、屈斜路湖から釧路川美登里橋まで約
３キロの川下りを楽しみました。

釧路川ってきれいだね、気持ちいいね

おひさま・川湯両保育園児が川下りを体験

　㈱伊藤園と町の「災害等
における救援物資の提供
に関する協定書」手交式が
６月28日、役場で行われま
した。
　式では、㈱伊藤園北海道
地区営業部の唐沢進治地
区営業部長と德永町長が
協定書を交わしました。

　協定に基づき、役場ロビーには災害救援型自動販売機が
設置されました。災害などの緊急時には、自家発電機能を有
した同自販機内の飲料商品が無償提供されるほか、同社か
ら飲料水の供給を受けることとなっています。

飲料商品の提供で地域防災力を強化

伊藤園と救援物資の提供に関する協定締結

　釧路川リバーフェス
'12（同実行委員会（土田
祐也実行委員長）主催）が
６月30日、釧路川源流部
で開催されました。
　町の皆さんに地元の

素晴らしい自然を体験してほしいと、町内のカヌーガイドの
皆さんによって開催されているもので、今年で４回目です。
昨年に引き続き、東日本大震災のチャリティーイベントとし
て開催され、町民の皆さん85人が参加。カヌーで屈斜路湖を
出発し、約３キロの釧路川下りを楽しみました。参加費の大
部分と会場で寄せられた募金合わせて70,512円が、義援金と
して日本赤十字社を通して寄付されました。

６月30日

川下りで地元の自然の素晴らしさを再確認

カヌーガイドによるリバーフェス

協
定
書
を
交
わ
す
唐
沢
部
長（
左
）と
德
永
町
長

水
し
ぶ
き
に
歓
声

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
石
原
代
表

一
味
違
う
自
然
の
表
情
を
楽
し
む

初
め
て
の
箸
作
り
に
挑
戦

６月28日

　釧路・リバープロ
テクション・21の会

（上田光夫会長）主催
によるヤマメの稚魚
の放流が７月６日、
摩周温泉公園の釧路

川護岸で行われました。
　魚類資源の回復のために毎年行っているもので、釧路開
発建設部釧路河川事務所や町、会員など関係者約50人が参
加。弟子屈小学校（阿部典子校長）の３・４年生の児童107人も
招待され、体長５センチほどのヤマメが放流されました。上
田会長は「昔のように、いつでもヤマメが見られて、釣りが
楽しめるよう、資源回復に努めたい」と話していました。

ふるさとの釧路川を豊かに

リバープロテクション・21の会がヤマメを放流

　川湯エコミュージアム
センター主催の自然ふれ
あい行事「初夏の摩周湖外
輪山を歩こう」が、７月８
日に行われました。
　参加者の皆さんは、摩

周湖第１展望台から約４キロ先に広がる通称・風
ふ う

衝
しょう

草原を目
指して出発。途中、ヤマブキショウマやチシマフウロ、ウツ
ボグサなど、10種類ほどの花々を見ることができました。眼
下に広がる摩周湖は穏やかな湖水をたたえ、ときおり薄く
霧がかかる幻想的な姿も。摩周湖の植物や透明度に関する
解説もあり、歩くだけでは分からなかった、神秘の湖の一味
違う魅力に触れる１日となりました。

雄大な初夏の摩周湖を満喫

エコミュージアムセンターの自然ふれあい行事
元
気
に
大
き
く
な
れ
と
願
い
を
込
め
て

６月27日７月８日

　女性写真愛好家の
グループ「写・フルー
ル」（高橋米子代表・41
ページ参照）の写真展
が７月14日まで、川
湯エコミュージアム
センターで行われま
した。

　「写・フルール　ファースト展　パートⅡ」と題した写真展
では、摩周湖の星空や見つめ合う白鳥、夕焼けの釧路湿原な
ど、道東の自然や動植物をとらえた写真33点を展示。同セン
ターを訪れる地元の方や観光客の方に、道東の魅力を発信
しました。

女性ならではの視点で道東を切り取る

写・フルールの写真展
道
東
の
風
景
や
動
物
な
ど
を
中
心
に

　本町の姉妹都
市・鹿児島県日置
市の一行が７月13
日、行政視察のた
めに本町を訪れま
した。
　来町したのは、
宮路高光日置市長

や同市議会議員など14人。15日には、リニューアルオープン
１周年を迎えた道の駅「摩周温泉」での交流物産展に参加する
ために訪れた後発隊と合流し、記念行事を盛り上げました。
　13日、役場を表敬訪問した宮路市長は「有意義な交流を今
後も深めていきたい」と話していました。

有意義な交流をこれからも

姉妹都市の鹿児島県日置市一行が来町
あ
い
さ
つ
す
る
宮
路
市
長（
左
か
ら
３
人
目
）

７月13日

　昨年リニューアル
オープンした道の駅
「摩周温泉」の１周年
を記念して、姉妹都
市交流物産展が７月
15・16の両日、開催さ
れました。

　交流物産展では、弟子屈の地場産品のほか、本町の姉妹都
市・鹿児島県日置市の特産品である薩摩焼酎やお茶、農産物、
海産物も並び、連日多くの人でにぎわいました。また、両日
とも先着200人に、同市名産・揚げたての「さつまあげ」が無料
でプレゼントされ、訪れた方は南国の味に舌鼓を打ってい
ました。

日置市姉妹都市交流物産展も盛況

道の駅リニューアルオープン１周年記念イベント
観
光
客
や
地
元
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
た
物
産
展

７月15・16日

　社会を明るくする
運動強調月間の７
月、保護司や更正保
護女性会などで組織
する実行委員会の皆
さんによるさまざま
な啓発活動が行われ
ました。
　15日には、摩周の

里夏まつりの会場で啓発活動を行ったほか、17日には、ＪＡ
摩周湖前とフクハラ摩周店前で買い物客にティッシュなど
を手渡し、住みよいまちづくりへの理解と協力を呼び掛け
ました。

７月17日 ７月１日

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
の
山
歩
き

７月14日

みんなで住みよいまちづくりを

社会を明るくする運動の街頭啓発
買
い
物
客
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け

７月６日
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みんなのひろば

おひさま保育園のおともだち

たち  せいしろう くん

（６さい）

かっこいい　ロボットが　

だいすき。ロボットを　つ

くる　ひとに　なりたいな。

ロボットに　おともだちを

たくさん　のせて　うちゅ

うに　いくんだ。

うらた　しおん ちゃん

（６さい）
ケーキやさんに　なりたい

おともだちが　いっぱい。

みんなで　ケーキやさんに

なって　チョコレートケー

キやショートケーキ　まっ

ちゃのケーキを　つくるの。

このコーナーで取り上げてほしい方やサークルをご紹介ください。
詳しくは役場企画財政課企画係☎４８２-２９１３（課直通）まで。

　

写
・
フ
ル
ー
ル
は
、２
０
１
１
年
12
月
に
発

足
し
た
写
真
愛
好
家
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。メ

ン
バ
ー
は
全
員
女
性
。道
東
の
自
然
を
中
心

に
そ
れ
ぞ
れ
が
撮
影
テ
ー
マ
を
持
ち
、
普
段

は
個
人
で
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
月
に

２
回
集
ま
っ
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
１
年
に
１
回
、
撮
影
会
も
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、
グ
ル
ー
プ
結
成
前

写・フルール
代表・高 橋　米 子 さん

会員・６人

に
３
人
で
開
催
し
た
写
真
展
。写
真
展
を

見
に
来
た
く
れ
た
方
に
声
を
か
け
た
と
こ

ろ
、
撮
影
に
興
味
の
あ
っ
た
方
が
同
じ
先
生

に
師
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
現
在
の
メ
ン

バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。女
性
グ
ル
ー
プ
と
い

う
こ
と
で
、
自
然
の
中
で
も
最
も
身
近
に
あ

る
被
写
体「
花
」を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語「
フ

ル
ー
ル
」が
グ
ル
ー
プ
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
写
真
歴
は
１
～
10
年
、
撮
り

た
い
も
の
も
個
々
そ
れ
ぞ
れ
と
の
こ
と
で

す
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ

の
魅
力
に
つ
い
て「
メ
ン
バ
ー
が
み
ん
な
優

し
い
。撮
る
写
真
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
い
い
」「
会
の
中
で
刺
激
が
あ

り
、
高
め
合
え
る
」「
メ
ン
バ
ー
が
撮
影
し
た

場
所
に
行
っ
て
、
自
分
の
目
で
感
じ
た
も
の

を
撮
り
た
い
と
思
う
な
ど
、
感
動
が
あ
る
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
高
橋
さ
ん
は「
写
真
に
は
出
会
い

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
と
の

出
会
い
も
そ
う
で
す

し
、被
写
体
と
の
出
会

い
も
そ
う
。教
え
て
も

ら
っ
た
場
所
に
行
っ

て
も
、同
じ
写
真
は
取

れ
ま
せ
ん
し
、そ
れ
が

ま
た
向
上
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。今
後
も
写

真
を
通
し
て
、道
東
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

写・フルールの皆さん
後列左端が代表の高橋さん

写真展会場で

※「シリーズ・ひと」はお休みしました。

学校や幼稚園・保育園で人権の花運動
　町では、平成24年度人権の花運動として、町内小学校

６校・中学校２校・摩周丘幼稚園・おひさま、川湯両保育

園などに花の苗を配布しました。

　人権の花運動は、子どもたちの情操を豊かにし、思い

やりの心を育むことを目的に行われています。各校・園

では、子どもたちが協力してサルビアやマリーゴール

ドなどの苗を、花壇やプランターに植えました。今後も

子どもたちが花の世話を行っていきます。

❑�問い合わせ先／役場町民課町民相談係

　　　　　　　　☎４８２‐２９３４（課直通）まで。

川湯中学校

弟子屈小学校

摩周丘幼稚園

美留和小学校

和琴小学校

夏祭り会場で啓発活動

来
場
客
に
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
る

　弟子屈町人権擁護委員の朝日英明さん、小澤修子さん、小泉裕

さんが７月15日、摩周の里夏まつりの会場となった役場前駐車

場で、人権に関する啓発活動を行いました。

　人権擁護委員の皆さんは、地域の皆さんの人権に関する相談

に応じています。啓発活動は、たくさんの方に人権について関心

を持ってほしいと行ったもの。クリアファイルなどを手渡しな

がら「思いやりの心を大切に」と呼び掛けていました。
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８月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　休＝休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

火 土金木 月 火日土金木 水

日金 月 火 木水 月 火 木水日土金 金土
20

日水 水

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
木

土
１

◎ ◎

◎ ◎

幣舞中学校バスケットボール部

今月の主な行事予定
１～４日
５日

北海道高等学校剣道連盟夏季合宿
釧根地区バドミントン協会

８～10日
弟子屈高校バドミントン部11・13日

31日 北海道障害者スポーツ大会　準備
おひさま保育園運動会（雨天時）26日

12日 ビックリッキー杯ソフトバレーボール大会

月
◎ 休 ◎ 休

◎ 休 ◎ 休

区　

分

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
８
月
18
日
㈯ 

10
時
～
16
時

▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ

ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
８
月
17
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

中
小
企
業
大
学
校
で
研

修
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校
は
、国
の

中
小
企
業
施
策
に
基
づ
い
て
設
立
さ

れ
た
人
材
育
成
機
関
で
す
。独
立
行
政

法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海

道
支
部
の
管
轄
下
に
あ
り
、北
海
道
の

中
小
企
業
を
人
材
育
成
面
か
ら
支
援

し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
し
て

企
業
の
経
営
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

▼�

９
月
開
講
／「
チ
ー
ム
で
進
め
る
業

務
改
善
講
座（
３
日
㈪
～
４
日
㈫
／

管
理
者
・
管
理
者
候
補
対
象
）」「
成
果

を
上
げ
る
！
営
業
部
門
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座（
５
日
㈬
～
７
日
㈮
／
経

営
幹
部
・
管
理
者
対
象
）」「
接
客
業
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座（
10
日
㈪
～
11
日

㈫
／
管
理
者
・
管
理
者
候
補
対
象
）」

「
企
業
を
発
展
さ
せ
る
攻
め
の
資
金

繰
り
講
座（
12
日
㈬
～
13
日
㈭
／
経

営
者・経
営
幹
部
対
象
）」「
組
織
を
活

性
化
さ
せ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

（
19
日
㈬
～
20
日
㈭
／
経
営
幹
部
・

管
理
者
対
象
）」「
利
益
率
を
高
め
る

在
庫
管
理
実
践
講
座（
24
日
㈪
～
25

日
㈫
／
管
理
者
・
管
理
者
候
補
対
象
）」

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
中
小
企
業
大
学

校
旭
川
校（
受
託
事
業
者　

㈱
東
京

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
）☎
０
１
６
６


１
２
０
０
、U

R
L
 http://www.

sm
rj.go.jp/inst/asahikawa/

ま
で
。

道
の
苦
情
審
査
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る「
北
海
道
苦
情
審
査
委

員
制
度
」が
あ
り
ま
す
。苦
情
審
査
委

員
が
皆
さ
ん
に
代
わ
り
、
道
の
機
関

に
対
し
中
立
的
な
立
場
で
必
要
な
調

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
利
害
に
関
わ
る
苦
情
で

あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立

て
が
で
き
ま
す
。審
査
の
結
果
が
出

る
の
は
、約
２
カ
月
後
で
す
。

▼�

申
し
立
て
方
法
／
苦
情
申
立
書

（
道
庁
・
各
総
合
振
興
局
に
あ
る
ほ

か
、
同
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp.ss/

dsc/ kujyou.htm

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
苦
情
な
ど
を

記
載
し
、郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー

ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

❑
申
し
立
て
・
問
い
合
わ
せ
先

�

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー（
〒
０
６
０
‐
８

　

�

５
８
８　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条

西
６
丁
目
）☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐

５
０
２
２（
内
線
）21
‐
７
０
６

０

　
�

１
１
‐
２
４
１
‐
８
１
８
１　

メ
ー

ルkujyou.koueki@
pref.hokka

　
ido.lg.jp

�
釧
路
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
総

務
課
道
政
相
談
室
☎
０
１
５
４


▼
貸
出
場
所
／
町
公
民
館

▼
貸
出
料
金
／
無
料

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公

民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

入
国
警
備
官
採
用
試
験

を
行
い
ま
す

▼�

受
付
期
間
／
郵
送
・
持
参
は
８
月

７
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
月
２
日
㈭
受

信
分
ま
で
。

▼
一
次
試
験
／
９
月
30
日
㈰

※�

社
会
人
を
対
象
と
し
た
試
験
も
行

い
ま
す
。受
験
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
法

務
省
札
幌
入
国
管
理
局
☎
０
１
１

‐
２
６
１
‐
７
５
０
２
ま
で
。

刑
務
官
採
用
試
験
を
行

い
ま
す

▼�

受
付
期
間
／
郵
送
・
持
参
は
８
月

７
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
月
２
日
㈭
受

信
分
ま
で
。

▼
一
次
試
験
／
９
月
23
日
㈰

※�

武
道
訓
練
者
、
社
会
人
を
対
象
と

し
た
試
験
も
行
い
ま
す
。受
験
資

格
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
法

務
省
札
幌
矯
正
管
区
☎
０
１
１
‐

７
８
３
‐
５
０
８
３
ま
で
。

７月６日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

９
１
０
２

音
楽
Ｃ
Ｄ
を
貸
し
出
し

ま
す

　

町
で
は
、
町
内
の
音
楽
愛
好
家
な

ど
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
音
楽
Ｃ
Ｄ

「
ふ
る
さ
と
祭
り
に
恋
を
す
れ
」の
寄

贈
を
受
け
、こ
の
ほ
ど
、無
料
貸
し
出

し
を
始
め
ま
し
た
。北
海
盆
唄
や
ソ

ー
ラ
ン
節
を
弟
子
屈
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
で
、
盆
踊
り

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際
な
ど
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▼�

Ｃ
Ｄ
タ
イ
ト
ル
／
ふ
る
さ
と
祭
り

に
恋
を
す
れ

▼�

収
録
曲
／
２
曲（
ふ
る
さ
と
祭
り

に
恋
を
す
れ
・
ソ
ー
ラ
ン
弟
子
屈
）

外
来
種
駆
除
を
手
が
け

て
み
ま
せ
ん
か

　

川
湯
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
で
は
、自
然
ふ
れ
あ
い
行
事「
川

湯
か
ら
外
来
種（
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
）を
な
く
そ
う
」の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
期
日
／
９
月
２
日
㈰

▼�

集
合
・
解
散
場
所
／
川
湯
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
／
３
０
０
円（
保
険
代
）

▼�

定
員
／
20
人

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❑��

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
川

湯
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

☎
４
８
３
‐
４
１
０
０
ま
で
。

釧
路
短
期
大
学
公
開
講

座
を
開
催

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
子
育
て
支

援
講
座
・
日
本
昔
話「
今
に
繋つ

な

が
る
子

育
ち
、親
育
ち
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容


８
月
22
日
㈬　

10
時
30
分
～
正
午

　
「�

豊
か
な
人
間
関
係
、
言
葉
の
魅

力
、想
像
を
か
き
立
て
る
ス
ト
ー

リ
ー
」


９
月
19
日
㈬　

10
時
30
分
～
正
午

　
「�

世
代
を
超
え
て
繋
が
っ
て
い
く

人
間
の
知
恵
、生
き
る
知
恵
」

▼�

講
師
／
岩
野
布
美
子
氏（
釧
路
短

期
大
学
幼
児
教
育
学
科
准
教
授
）

▼�

場
所
／
釧
路
短
期
大
学
附
属
図
書
館

▼
受
講
料
／
無
料

▼�

対
象
／
子
育
て
・
保
育
・
家
族
援
助

に
関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
性

別
、世
代
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
定
員
／
20
人

▼�

託
児
／
必
要
な
方
は
申
込
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
満
１
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
10
人
ま
で
。満
１
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
親
子
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

▼�

申
し
込
み
／
８
月
10
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路

短
期
大
学
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
５
４

５
０
９
２
ま
で
。

供
託
の
申
請
が
パ
ソ
コ

ン
で
で
き
ま
す

　

供
託
の
申
請
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
で
き
ま
す
。「
供
託
ね
っ
と
」

（http://w
w
w
.touki-kyoutaku-

net.m
oj.go.jp/kyoutakunet/top.

htm
l

）の「
供
託
か
ん
た
ん
申
請
」を
利

用
す
る
と
、
法
務
局
に
行
か
な
く
て

も
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
地
方
法
務

局
供
託
課
☎
０
１
５
４

５
０
１

　

６
ま
で
。

�今月の休館日
　（�６、７、12、13、14、
　　　20、21、27、28日）

10時〜17時（水・木・土・日）

10時〜20時（金）

休館日 開館時間

利用料
�小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

８月

背泳ぎ教室（一般成人）

　◇日時／４、11、18、25日 　　　　　14時〜14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／１、３、⑧、10、⑮、17、、24、、31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時〜14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／２、９、16、23、30日　　　 14時〜14時45分

　　　※全てバスあり（13時10分　公民館前発）

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／５、19、26日　　　　　　　 14時〜14時45分

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／１、８、15、22、29日　 10時30分〜11時15分

　　　　　３、10、17、24、31日　　　 19時〜19時45分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／４、５、11、18、19、25、26日

10時〜11時30分

幼児水泳教室（幼児４〜５歳）

　◇日時／４、５、11、18、19、25、26日

10時〜10時40分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／４、５、11、18、19、25、26日

10時45分〜11時30分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／�１、２、３、４、５、８、９、10、11、15、

16、17、18、19、22、23、24、25、26、29、

30、31日　　　　　　　　　　　 15時〜17時

☎４８３‐２０７２
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information

45

information

　今月の町税などの納期限は次のとおりで
す。納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税２期　　　　　　 ８月31日㈮
▶国民健康保険税３期　　　　８月31日㈮
▶後期高齢者医療保険料３期　８月31日㈮
▶介護保険料２期　　　　　　８月31日㈮

８月の町税などの納期限

夜間納税窓口を開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々
のために、次の日程で『夜間納税窓口』を開
設します。ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／８月22日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶�開設場所／役場庁舎・川湯
支所

❑�問い合わせ先
　役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）
まで。

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
田　

畑　

継　

農　

様（

別
）

　

▼
現
金　

50
万
円�

　

�

亡
母（
田
畑


子
）が
生
前
、
町
に

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
。

❑
加　

藤　

和　

広　

様（
泉
３
）

　

▼
現
金　

20
万
円�

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／８月２日㈭〜８月９日㈭（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／８月下旬〜９月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

入居者を募集します町 宅住営

26,800～39,900円Ｈ17 ３ＬＤＫ １   77.90㎡新泉ヶ丘団地（木造平屋建）
15,900～23,700円Ｓ54 ３ＤＫ １   62.18㎡（１階）※みはらし台団地（中層耐火４階建）
9,000～13,400円Ｓ52 ３ＤＫ １   53.61㎡美留和団地（簡易耐火平屋建）

どさんこ・子育て特典制度
　道と市町村が協働して子育て中の皆さんを応援する「どさんこ・子育て特典制
度」。全道地域協賛店には、テーマパークやキャンプ場などもあります。ご家族で
利用してみませんか。
　全道協賛店の一覧については、役場内掲示板か道のホームページ（http://www.
pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/dosanko/kosodatetokutennseido.htm）をご覧ください。
　町内の観光施設も協賛しています。家族で町内観光を楽しみながら、特典サー
ビスを受けてみませんか。

▼町内の協賛施設（認証カード提示で特典が受けられます）
〈町地域〉
キッチン「香川」／お子さんにソフトドリンクサービス
そば処「出雲」／お子さんに粗品プレゼント
〈全道地域〉
摩周湖レストハウス／買い物をしたお客さまに粗品プレゼント
硫黄山レストハウス／買い物をしたお客さまに粗品プレゼント
�９○○草原レストハウス／レストランで食事をしたお客さまに粗品プレゼン
ト
温泉民宿「北の大地」／日帰り入浴・宿泊料金割引
温泉浪漫の宿「湯の閣」／日帰り入浴料金割引
※０歳～小学校６年生までのお子さんがいるご家庭が対象となります。
※�転入・出産などで認証カードがお手元にない方には、こども未来課で配布して
います。
※�協賛していただける施設・店舗などを随時募集しています。協賛される方は、ご
連絡ください。

❑�問い合わせ先／役場こども未来課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）まで。

ご家族で利用してみませんか？

　平成25年度釧路管内町村職員の「一般事務職」「専門職（土木）」の採用資格試験が行われます。

▼�試験区分／高校卒（短大・専門学校卒および短大・専門学校在学中を含む）、大学卒

▼�受験資格／高校卒は平成元年４月２日〜平成７年４月１日に生まれた方。
　　　　　　大学卒は昭和59年４月２日〜平成３年４月１日に生まれた方。

▼�採用予定町村・採用予定者数／右の表のとおり
※高校卒・大学卒を問わず。

▼一次試験／10月14日㈰

▼ �試験場所
　釧路東高等学校（釧路町富原３番地１）

▼�二次試験
　11月中旬～12月中旬（採用予定各町村役場）

▼受け付け締め切り
　８月17日㈮

▼受付時間／９時〜17時（月〜金曜日）
※�受験手続きなど、詳細はお問い合わせください。
町のホームページ（http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/）にも、受験手続きなどを掲載しています。

❑��受け付け・問い合わせ先／役場総務課職員係☎４８２‐２９１２（課直通）まで。

管内職員採用資格試験のお知らせ

釧 路 司
法

書士会会
員
土地・建物の売買・相続等の
登記は司法書士へ

司法書士　宮越召一事務所

事務所／標茶町開運2-35　　　☎485-2107　FAX485-2108

自　宅／弟子屈町高栄1-1-21　☎482-2457

（広告）

　　☆４日／『ぽっかりつきがでましたら』　ほか２冊

　　☆11日／『かんからかん』　ほか２冊

　　☆18日／『どろんこ　どろんこ』　ほか２冊

　　☆25日／『ぼくねえ　てんとうむし』　ほか２冊

テーマ『なつがいっぱい！』

○時間／午後１時〜　　○場所／弟子屈町図書館
おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！ みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ８月

北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
参
加
く
だ
さ
い

　

道
で
は
、
８
月
30
日
㈭
の
総
合
防

災
訓
練
で
北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
行
い
ま
す
。北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
は
、地
震
に
よ
る
落
下
物
や
家
屋
な

ど
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
る
訓
練
で
、訓

練
開
始
の
10
時
に
合
わ
せ
て
、
身
を

守
る
た
め
の
基
本
的
な
行
動
を
１
分

間
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。特

別
な
準
備
な
ど
は
不
要
で
す
の
で
、

学
校
や
企
業
、町
内
会
な
ど
、た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
北

海
道
釧
路
総
合
振
興
局
地
域
政
策

部
地
域
政
策
課
☎
０
１
５
４

９

　

�

１
４
４
ま
で
。U

R
L
 http://w

w

　

w
.shakeout.jp/

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
特
別
企
画

　

川
湯
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ

ー
で
は
８
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈮
、

親
子
で
楽
し
め
る
夏
休
み
特
別
企
画

を
実
施
中
で
す
。自
由
研
究
に
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。８
月
12
日
㈰
～
14
日

㈫
は
、21
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

▼
夏
休
み
特
別
企
画

�

自
然
素
材
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ

う
！


ア
イ
ヌ
文
様
切
り
絵
体
験

�

企
画
展「
阿
寒
国
立
公
園
に
息
づ

く
ア
イ
ヌ
プ
リ（
ア
イ
ヌ
の
習
慣
）」

　

�

亡
父（
加
藤
崇
）の
捜
索
に
対
し
て
の

お
礼
と
し
て
。

❑
古　

屋　
　

勝　
　

様（
美
里
４
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

亡
父（
古
屋
常
夫
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
。

❑
藤　

田　

文　

明　

様（
桜
丘
３
）

　

▼
現
金　

１
０
０
万
円�

　

�

亡
父（
藤
田
章
）が
生
前
、
町
に
お
世

話
に
な
っ
た
た
め
。

❑
伊　

藤　
　

浩　
　

様（
神
奈
川
県
）

　

▼
現
金　

５
万
円�

　

�

町
の
発
展
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
藤　

野　

ト　

ヨ　

様（
湯
の
島
１
）

　

▼
現
金　

30
万
円�

　

�

亡
夫（
藤
野
昭
高
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
。

❑
市　

山　

裕　

之　

様（
屈
斜
路
）

　

▼�

自
主
制
作
の
音
楽
Ｃ
Ｄ「
ふ
る
さ
と

祭
り
に
恋
を
す
れ
」　

30
枚�

　

�

Ｃ
Ｄ
を
活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
と

観
光
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

3,900～　5,800円Ｓ44 ２ＤＫ １   31.72㎡古丹団地（簡易耐火平屋建）
10,800～16,100円Ｓ51 ３ＤＫ ２   59.99㎡緑団地（簡易耐火２階建）

30,000円Ｈ６ １ＤＫ ３   47.40㎡（２・３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）

▼
夜
間
特
別
開
館

�

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
夜
の
川
湯

の
森
を
探
検
し
ま
す
）／
８
月
12
日

㈰
～
14
日
㈫
、
い
ず
れ
も
20
時
か

ら
約
30
分

�

ケ
ー
ナ
演
奏
会（
笠
谷
俊
一
氏
）／
８

月
13
日
㈪　

20
時
～
20
時
40
分　

先
着
30
人（
無
料
）

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
川
湯
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
☎
４
８
３
‐

４
１
０
０
ま
で
。
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日 月 火 水 木 金 土

１２３４

５６７８９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31
■問い合わせ先／健 康 保健福祉課☎482-2935・町 民 町民課☎482-2934・税務 税務課☎482-2914・開 放 おひさま保育園☎482-2444・子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

健
 康 マタニティ教室
　（福祉センター・
　10:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
　10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣
　（川湯ふるさと館
　・9:30～11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園
　／川湯保育園・9:00
　～）
健
 康 乳児・３歳児健診（福
　祉センター・9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉セン
　ター・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」（福
　祉センター・14:30～）
税 務 夜間納税窓口開設
　（役場／川湯支所・
  20:00まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）

子 育 親子遊び「粘土遊
　び｣（子育て支援
　センター・9:30～
 11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
催 し 川湯神社例大祭
　【29日まで】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣
　（川湯ふるさと館
　・9:30～11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 マタニティ教室
　（公民館・13:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
税務 町・道民税２期、国
　民健康保険税３
　期、後期高齢者医
　療保険料３期、介
　護保険料２期納
　期限

催 し 弟子屈神社例大
　祭【21日まで】

　
　
　
　
　  

【
６
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

８
、１
２
６
人　
（　
　
　

 

30
）

　
　
　

男　

３
、８
６
１
人　
（　
　
　

 

22
）

　
　
　

女　

４
、２
６
５
人　
（　
　
　

 

８
）

●
世
帯
数　

３
、９
９
６
世
帯（　
　
　

 

７
）

　

神
子
島 

未み

映え
い

ち
ゃ
ん 
男 

（
智
樹
）朝
日
１

　

粥
川 

心こ
こ

愛あ

ち
ゃ
ん 
女 
（
猛
）泉
１

　

原　

 

歌か

音お
ん

ち
ゃ
ん 

女 
（
良
幸
）泉
３

　

藤
原 

大は
る

翔と

ち
ゃ
ん 

男 

（
光
昭
）美
里
４

　

中
澤 

俐り

音お
ん

ち
ゃ
ん 

女 

（
好
喜
）

別

　

更
科 

遥は

音お

ち
ゃ
ん 

女 

（
知
也
）高
栄
４

　

折
手　

重
盛
さ
ん（
80
歳
）熊
牛
原
野

　

加
藤　
　

崇
さ
ん（
84
歳
）泉
３

　

金
子　

正
男
さ
ん（
71
歳
）泉
２

　

小
森　

利
男
さ
ん（
74
歳
）高
栄
４

　

佐
々
木
與
次
郎
さ
ん（
89
歳
）桜
丘
３

　

田
畑


子
さ
ん（
90
歳
）

別

　

中
村　

キ
ヱ
さ
ん（
94
歳
）泉
４

　

長
島　
　

勇
さ
ん（
79
歳
）桜
丘
３

　

二
川　

好
和
さ
ん（
73
歳
）鈴
蘭
４

　

原　

知
枝
美
さ
ん（
86
歳
）高
栄
２

　

藤
野　

昭
高
さ
ん（
93
歳
）湯
の
島
１

　

古
屋　

常
夫
さ
ん（
89
歳
）川
湯
温
泉
５

　

須
崎　

和
重
さ
ん（
49
歳
）高
栄
４

　

山
本　

亀
吉
さ
ん（
81
歳
）美
留
和

　

永
江　

榮
子
さ
ん（
78
歳
）川
湯
温
泉
４

　

小
林
サ
ツ
子
さ
ん（
83
歳
）川
湯
温
泉
５

▼
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。誤
り

（
本
来
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
）

の
指
摘
か
ら
、
編
集
後
記
に
対
す
る
感
想

ま
で
。隅
々
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
の
だ
な
と
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。匿
名
の
お
手
紙
で
し
た
の
で
、
こ
こ

で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。▼
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、感
想
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生・お悔やみは、6/1～6/30に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載しています。

　弟子屈消防署と弟子屈消防団は７月４日、弟子屈中学校で夜
間火災防ぎょ訓練を行いました。
　訓練は、弟子屈中学校に併設する学校給食センター厨房から
の火災想定で行われ、消防車６台を実際に近隣に配置。放水訓練
を中心とした消火活動を行いました。
　夜間の火災活動の流れや、状況に合わせた最善の消火活動を
確認し、消防職員と消防団員の連携を高めました。

弟子屈中学校で夜間火災防ぎょ訓練を実施

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

荒
あら

木
き

　結
ゆ

愛
あ

 ちゃん 小
こ

泉
いずみ

　心
し

跡
あと

 ちゃん

中
なか

村
むら

　魁
かい

李
り

 ちゃん 山
やま

越
こし

　優
ゆう

哉
や

 ちゃん

放
水
を
行
う
消
防
団
員

　８月26日㈰に行われる危険物取扱者試験に伴い、弟子屈消防署では８
月20日㈪から24日㈮の５日間、準備講習会を開催します。学生から一般の
方まで、年齢や職種は関係なく受講することができます。就職活動にも有
利ですので、この機会にチャレンジしてみてはいかがですか。受講希望の
方は、弟子屈消防署までお気軽にお問い合せください。
※参加者が２人以下の場合は、講習会を行わない場合もあります。


